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第 1章序論

1. 1 着想に至った経緯

筆者は 2014年 4月から日本語学校での日本語指導に携わってきた。そこで来日したばか

りの初級学習者に日本語を指導していたが、大半が中国からの学生で、ネパール出身の学生

は 114程度、残りの学生はインドネシア、ミャンマーから来日していた。そのクラスでは、

中国出身の学生以外の学生が積極的に日本語で発言をしており、その中でもネパール出身

の学生の会話が非常に向上していくだけでなく、インドネシアやミャンマーの学生に比べ

て発音がより日本語らしいものであると感じた。しかし、その一方で、ネパール出身の学生

のテストの平均点が他の学生に比べて伸び悩むのを目の当たりにした。全員が同じ授業を

受けているにもかかわらず、そのような差が見られたのである。それ以後、進路指導やア

ルバイトのために面接の練習をしても中国出身の学生が一つ一つのやり取りに苦労してい

る一方で、ネノミール出身の学生は非常に流暢に会話が行われており、様々な試験結果との

差に驚いた。それと同時に、なぜネパール出身の学生はこのように会話ができるのか、そ

の一方でなぜここまで試験ができないのか疑問を覚えた。

日本語学校で使用している教材のほぼ全てには中国語の翻訳がついている一方で、ネノミー

ル語の翻訳はついておらず、英語の翻訳を頼るしかなかった。そのためなのか、授業中も

ネパール人留学生からは質問も多く発せられた。同じネノ《ール人の友人にネノ《ール語で、教

えてもらっている姿も目にした。ネパール語の翻訳がついている教材は日本国内で発行さ

れていなかったことも原因の 1っと考えられる。

2017年 5月にネノ《ールに渡航した際、手に入れたのが後述する『分類別語葉』である。

しかしながら、様々な間違いがあると指摘され、著者の先生に会い、作成した経緯や目的

を伺う中で、よりよい教材を作成することを約束したD

1. 2 本研究の背景と目的

ネパール出身の日本語学習者（以下、ネノミール人日本語学習者とする）は日本国内、ネ

ノミール国内問わず増加を続けている。ネパール人日本語学習者とは、ネパール出身の日本

語学習者を指し、必ずしもネノ《ール語母語話者とは限らない。各民族の言語が母語である

場合でも、ネノ《ールの教育で、用いられる言語はネノ《ール語もしくは英語であるため、ネノ《

ール語の読み書きは問題なくでき、ネノミール語話者といえる。その点から、本稿で、はネノミ

ール出身の日本語学習者を総じてネパール人日本語学習者と呼ぶことにする。
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図 1 日本国内の日本語学習者

（出典：日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査Jより筆者作成）

図 lは日本学生支援機構が調査している「外国人留学生在籍状況調査」をまとめたもの

である。これによると、日本国内の留学生は中国人留学生が最も多い人数を占めているが、

2013年まで 2番目に多い韓国人留学生、 3番目に多い台湾人留学生はそれ以降も横ばいで

ある。それに対し、ベトナム人留学生、不パール人留学生は 20日年を境に大幅な増加が見

られ、韓国人留学生・台湾人留学生学習者の数を上回り、それ以降 3番目ベトナム人留学

生、 4番目ネノミール人留学生の位置を維持している。

図 lからもわかる通り、 2019年以降は新型コロナウイルスの影響で減少傾向にあるもの

の2021年度調査によると、ネパーノレ人留学生は 18825人が日本におり、留学生全体の7.8%

を占めている。

また、日本国内だけでなく、ネパール国内で、も学習者数・日本語教師数・日本語教育機

関数ともに増加が続いている。国際交流基金が行っている海外日本語教育機関調査の結果

を以下にまとめる。調査は 3年おきに行われており、 2021年度の調査も行われているが、

その結果は現段階では公表されておらず、 2018年度の結果が最新のものである。

2 



表 1 ネパール国内の学習者数・教師数・機関数

2012 2015 2018 

学習者数 2748人 4262人 5326人

教師数 228人 376人 443人

教育機関数 49機関 106機関 126機関

（出典：国際交流基金「海外日本語教育機関調査」の結果より筆者作成）

表 lの通り、 6年間の様子がわかるようになっている口学習者数・教師数はどちらも 2倍

近くにまで増加し、機関数は 2.5倍以上にもなっている。教育機関数については後述する

結果と大きく差があるため、この結果よりもさらに多い可能性もあり得るが、ネパール国

内でも変わらず日本語教育が盛んに行われていることがわかる。

日本国内でもネノ《ール国内で、も日本語学習者が増加し続けている一方で、ネノミール人日

本語学習者を対象にした日本語の習得に関する研究や誤用分析は管見の限り行われていな

い。ネノミール人日本語学習者を対象にした日本語の教材もほとんどない。これでは、ネノミ

ール人日本語学習者の日本語を学習する環境が整っているとは言いがたい口さらに、日本

語学校に所属している日本語教師の多くはネパールという国を知らないためか、ネノミール

人留学生への日本語指導や進学指導についても手探りの状況が続いていると感じている。

このことから、本研究はネパール人日本語学習者がどのような学習者で、どのような日

本語の音声習得の特徴を持っているのか、ネパール語に着目して明らかにすることを目的

とする。これは今後、ネパール人日本語学習者を対象とした語葉集や教材等を開発するた

めの基礎研究とするためである。

ネパール人日本語学習者がネパール国内で、どのような教育を受けて、なぜ日本留学を目

指すのか。また、ネパール人日本語学習者を対象にした日本語教材やネノミール語訳のつい

ている教材はほとんどないが、その点に問題はないのだろうか口問題があるならばどのよ

うな教材であればよいのか。そして、他の言語を母語に持つ学習者と比べて日本語での会

話能力が高くなると考えられているネノミール人日本語学習者であるが、それはなぜなのか。

ネパール語に着目して探っていくこととする。

1. 3 本研究の意義

前節で述べてきたように、ネパール人日本語学習者は日本国内、ネパール国内問わず増
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加を続けてきている。その一方で、ネノ《ール人日本語学習者を対象にした日本語習得に関す

る研究やネパール人日本語学習者を対象にしている教材と思われるネパール語訳等がある

教材もほとんどない。中国語訳やベトナム語訳のある教材と比較すると、その差は歴然と

している。これでは、不パール人日本語学習者が日本語を学習する環境は整っているとは

言いがたい状況が続いている。したがって、今後多方面から学習環境を整えていく必要性

があるであろう。

本研究は今までほとんど行われてこなかった研究を行うという点でその一助となり得る

と考えている。今後も学習者の増加が見込まれる中、以上のような研究が必要であるとい

える。

1. 4 本研究の構成

本研究は、まず現状のネパール人日本語学習者への指導に問題はないのか探ってし、く。

そのポイントを3点に絞った。 l点目は、先行研究で明らかになっているネノ《ール人日本語

学習者を対象にした研究をまとめる（2章）。 2点目は、今まで手探りでの日本語指導や進

路指導を受けていたと感じられるネパール人日本語学習者がどのような学習背景を持って

来日してくるのか、なぜ日本への留学を目指すのかについて（3章）聞き取り調査によっ

て明らかにした。 3点目は、ネパール人日本語学習者を対象にした日本語教材やネノミール

語訳の付いた日本語教材がほとんどないという問題があるが、これについてネノミール人日

本語学習者はどのように感じているのか、学習する上で問題がないのかについては章）

聞き取り調査によって明らかにした。

以上を踏まえ、まず、ネパール人日本語学習者にとって、日本語を学習することは言語

の構造上、どれほど困難を伴うものなのだろうか。ネパール人日本語学習者の母語もしく

は共通語であるネパール語について日本語との関係性を探る（5章）。次に、実際にネノ《ー

ル人日本語学習者はどのように日本語を習得しているのか。日本語の音声習得に焦点を当

てて知覚実験（6章）と生成実験（7章）を行った。研究対象とするのは、日本語学習者が

習得が難しいと考えられている特殊拍のうち長音と促音、さらにネパール人日本語学習者

の母語もしくは共通語であるネパール語の表記と発音にずれが見られる長音と子音＋半母

音。／である。日本語の習得の中でも音声習得に焦点を当てるのは、後述する先行研究にも

挙げられているように、ネノミール人日本語学習者は、日本語での会話能力の向上が著しい

と感じているためである。今後、語葉集や教材等を開発する上でも、得意な面からアプロ
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ーチできることは、学習のしやすさにつながると考えられるため、音声習得に焦点を当て

て研究を行う。

なお、本稿には日本国内および、ネノ《ール国内で、聞き取り調査等を行った。調査を行っ

た期間は、 2018年2月～11月、そのうちネノミール国内で、の調査は3月、 8月～9月である。

本稿にはその調査の内容および結果が多く含まれるが、筆者が実際に行い、調査協力者か

ら公表の許可を得たものだけを使用している。また、ネノ《ール語については、 2018年度に

自由学園の大学部での聴講 1年、 2019年度に東京外国語大学オープンアカデミーでの受講

を l年したほか、野津治仁1先生についてネノミール語の学習および研究を続けている。

1東京外国語大学オープンアカデミーのネパール語を担当している。著書に『CDエクスプ

レス ネパール語』（白水社）、『旅の指さし会話張⑧ネパール』（情報センター出版局）が

ある。
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第2章先行研究

まず、現在まで、のネパール人日本語学習者とネノミール語に関する先行研究をまとめる。

2. 1 ネパール人日本語学習者について

2. 1. 1 日本語学校での様子

柳（2017）では、福岡のネパール人留学生の実態に関して、留学生の現状と背景等を調

査した上で、ネパール人留学生が抱えている課題を明らかにしている。

日本において、ネパール人留学生が増加している背景には、ネパールの出稼ぎ、労働者の

増加といった国内事情と日本国内の外国人留学生受入れ事情が絡み合っているとしている。

その中でも福岡を選択する理由には、東京と比べるとビザ申請の条件をクリアするのが容

易であること、他の大都市よりも物価が安く生活がしやすいこと、福岡にはネパール人コ

ミュニティが存在することを挙げている。

その一方で、日本語学校卒業後、専門学校に進学する傾向が強し、ネノ《ール人留学生だが、

就職希望分野と専門学校の関連分野が合わず、就職活動が難しくなるとしづ課題や「地域

との交流」と「日本人の友達ができるきっかけづくり」が生活環境で充実することを希望

しているにもかかわらずその機会にあまりめぐまれていないことから、留学生活における

地域との交流に関する課題が挙げられている。

岩切（2015）では、日本語学校の現状を福岡県の A校を例に日本語教師として勤めてい

る筆者のエスノグラフィックな観察に基づく視点と学生に対する聞き取り調査を基にした

視点からまとめている。

日本語学校の A校で、のネノ《ール人学生の様子として、ひらがなとカタカナの読み書きも

教えた書き順通りに書こうとする者はほとんどいないこと、授業中はネノミール語で、頻繁に

私語をしたり居眠りをしたりするため、教師は日本語を教えることよりも彼らをし、かに黙

らせるかの方に労力をつぎ込むことになること、テストを受ける際には、テスト中にネパ

ール語で誰かに話しかけたり、横の人の答案を覗き見したりすることは日常茶飯事である

こと等を挙げ、ネノ《ール入学生は「日本語の学習意欲が低い上、基本的な勉強の仕方自体

が、私たちの考えているそれと大きく異なっているJと述べている。

これらは一部のコンサルタントの虚偽の情報を聞いた出稼ぎを第一目的とする学生と、

勉学との両立を図りたい学生が混在してやってきた結果であるとしている。この現状は教

師・学生の双方に望ましいものとはいえないが、出稼ぎ目的の留学生をすべて排除すれば
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ょいという単純な問題でもないと考えている。

日本語学校が取り組むべき解決策としては、 lつ目にネパール人のみで、構成されたクラ

スを作らないことを挙げている。これは、中国人学生も多くいる別の学校で、はネノ《ール入

学生の学習意欲も総じて高いことを理由としている。 2つ目に、契約している仲介業者が

詐欺的なコンサルタントを行っていなし、か常にチェックすることを挙げている。ネパール

人学生の学習意欲の低さは、彼らの文化や特徴に起因するものではなく、日本語学校のあ

り方にも責任があり、それは教師がどのように指導するかという問題よりもはるかに大き

いと述べている。

嘉手川（2016）では、沖縄県の A 日本語学校に在籍するネノ《ール人学習者を事例として、

沖縄県の日本語学校で、学ぶネパール人学習者の学習動機、生活環境、心の支えを中心にそ

の現状と特徴について調査を行い、報告している。

その結果、学習動機としては「日本語そのものへの興味」が最も高く、次に「日本への

留学Jが続き、生活で満足していることにも「学校」や「教師」、心の支えにも「学校」

や「日本語教師」が最も多く回答されている。しかしながら、事前調査からは「日本は留

学先として第二の選択肢」であったこと、中には就労目的で来日し、学習意欲が低い学生

がいることも明らかになっていて、 A 日本語学校に在籍するネパール人学習者が特別「良

しリネパール人学習者で、はなく、「一般的なJネパール人学習者で、あると考えている口こ

のことから、どの日本語学校においても、学習者に満足感を覚える「心の拠り所」となり、

高い動機づけを与えることは可能であると述べている。

他府県にはない沖縄県の日本語学校の強みとして、日本語学校間および日本語教師間の

連携を挙げ、これを活用して実質的な支援を広げていくことが重要だと結論づけている。

以上 3つの先行研究を挙げた。福岡県 2校、沖縄県 l校の日本語学校での様子がそれぞ

れまとめられていた。そもそも意欲的にその地へ来たとも言い切れず、意欲的であっても

来日は就労目的であるため学習意欲が低かったり、授業態度が悪かったりする様子が明ら

かになった。一方で沖縄県の A 日本語学校のようにサポート環境を整えることが高い動機

づけに結び付くということも明らかになった。しかし、日本全国の日本語学校で広く行え

ることとも言いがたいサポートであることから、他の方法も検討するべきところだと思わ

れる。
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2. 1. 2 その他の例

2. 1. 2. 1 漢字指導の例

土屋（2013）は、専門学校に日本語学科が新設され、非漢字圏の学生が入学してきたこ

とによって、漢字に馴染みのない学生に対してどのように指導すればより効率的に進めら

れるか、その指導を通して直面した事例とその考察を実践報告としてまとめている。

配布した漢字練習帳への宿題では、縦書きになじみがなし、からなのか、背表紙側から書

いたり、ノートを上下逆さまに書いたりと様々な使われ方をしていることに直面し、そこ

から指導する側も学ぶ側も自分の文化の枠にあてはめて考えずに、柔軟性を持つ必要性を

感じたと述べている。

次に、筆者本人がネノ《ール語の文字で、あるデーヴァナーガリ一文字で日本語の 50音や自

身の名前を書いた際に、デーヴァナーガリ一文字はどこからどこまでが 1文字であるのか、

どのような書き順で書くのかわからないという経験をすることによって、全く漢字になじ

みのない学生が漢字を学ぶ心理を体感する絶好の機会だったと報告している。さらに、そ

こから漢字の提出順に関しでもモチベーションを高く保つためには、既存の考え方と一致

しなくても、「できるだけ学生に近いもの、日常生活における接触頻度の高いものから学

習していく」方がいいのでは、という考えから課の中で 1つテーマを決めて取り上げる方

法を始めたという。

また、書き順に関しては日本人を対象とした漢字教育の時ほど重要視せずにカタカナな

どの既知情報を応用する方が漢字と学習者の距離を縮めて記憶に定着しやすいのではない

かと述べている。逆に「漢字を何度も書く j ことについては、特に漢字練習帳の最上段や

同一プリント内に見本がある場合の視写に効果が感じられているため、宿題として課して

し、るとし、う。

「漢字に対する拒否反応が知らず知らずのうちに薄れ、いつの間にかわかる漢字が増え

て、ふと気づくと漢字に興味が湧いている」流れを作っていきたいとしている。

ここでは、この筆者がネパール語に触れることにより、ネパール人日本語学習者が漢字

を学習する際の困難点や心理的な気付きをまとめている。また、漢字の練習について、視

写に効果が感じられているとあるが、どのような効果があったかやネパール人日本語学習

者が継続して学習し続けられているのか等については明らかではない。
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2. 1. 2. 2 年少者教育の例

若井（2015）では、東京都杉並区にあるネパール人学校で、ゼ、ミ生が行った日本語学習支

援活動についてまとめている。

日本語の習熟度の全く異なる生徒が lつのクラスで授業を受けなければならないこと、

日本語学習の重要性に対する意識が低いこと、天真；欄漫で元気いっぱいであるネパール人

の生徒をまとめなければならないことの 3点をクラス運営の難しさとして挙げている。

授業に参加した 41日間の中で、日本語授業の展開のしかた、日本語能力がバラバラなク

ラスをコントロールするコツ、ネパールの言語と文化など多くの学びがあっただけでなく、

日本語教育に携わる上では相手のこともよく知らなければならないこと、日本語学習者の

母語によって日本語の難しさは異なることも再認識できたとしている。また、ネパール人

学校の先生が考えている子どもにとって「将来のために今何をすべきか」という姿勢から

教育の原点を見られたことが大きな学び、だ、ったとまとめている。

しかし、これはネノミール人だからという特別な事例ではない。また、ゼミ生の視点の気

付きとしてまとめられており、生徒にとって何がベストかは明らかではない。

2. 1. 3 まとめ

日本語学校だけでなく、専門学校の学生やネノミール人学校の生徒、いずれの学生も元気

がよく話好きである様子が見られ、居場所や年齢の影響を受けないと感じられた。ネノミー

ル国内の街中で、も非常に活気のある様子が見られることから、その点はネパール人の気質

と推察される。

どの学校でも指導に様々な方法を模索し、よりよい環境づくりをするための努力がされ

ている。しかしながら、不パール人日本語学習者に関する研究は以上のような事例研究や

学習者増加の背景を探ったものが多く、日本語の習得に関するものは管見の限りない。

2. 2 ネパール語について

夜久（1976、1987）では、アジア諸語の関係性について文法構造を基準にしてアジアの

言語を比較している。日本語の語順とアジア圏の言語の語順を比較しており、夜久（1976) 

では「ネパール語は語順、文法が日本語と非常によく似ている、ネパール語には開音節の

単語が多し、」（P.121）と述べられている。欧米語の比較基準だけで世界の言語を比較する

だけでは、アジア諸語の言語の比較できないと考えており、日本語、韓国語、モンゴ、ル語、
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チベット語、ネノ《ール語、ヒンディ一語に共通する性質として一人称主語を使わないこと

が挙げられている。また、これは惨着語の言語に共通の現象ではなし、かと述べている。

夜久（1987）では、さらに比較対象を増やし、様々な言語の語順を見ていくことによっ

て惨着語であるかどうかを探っている。

確かにネノミール語と日本語の語順が似ていれば、ネパール人は日本語が学習しやすいだ

ろうし、逆に日本人はネパール語が学習しやすいだろう。しかし、ネノミール語の語順がい

くら他の言語と同じであっても、他の言語と同じ惨着語であっても、いくつかの例文のみ

で習得できるわけでもない。つまり、言語の習得に応用することや指導に応用することは

かなり厳しいのである。

2. 3 まとめ

ここでは、ネパール人日本語学習者の日本語学校での様子や漢字学習等の事例研究、ネ

ノミール語の語順に関する研究を挙げた。ネノミール人日本語学習者が在籍している日本語学

校の教員が対応に苦慮、しているために活用することは可能であろうが、日本語学習のため

や日本語の習得のために活用するのはなかなか難しい。ネパールで、どのような教育を受け

て来日するのか、どのような学習背景を持っているのか、さらにどのように日本語を習得

していくのかについての研究は管見の限りない。これでは、不パール人日本語学習者の日

本語指導は手探りの状況が続いてしまうと言わざるを得ない。日本語学習の環境を少しで

も整えるためにも先述したような研究が求められる。
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第 3章 調査 1：ネパール人日本語学習者の特徴 1

3. 1 はじめに

1章で述べたように、ネパール人日本語学習者は現在も増加を続けているが、日本語学

校に所属している日本語教師の多くはネノミールという国を知らないためなのか、ネノ《ール

人日本語学習者への日本語指導や進学指導等に対して手探りの状況が続いていると筆者は

感じている。

では、来日してくるネパール人日本語学習者はどのような特徴を持っているのだろうか。

ネパールで、はどのような教育を受け、どのような理由で日本への留学を選択しているのだ

ろうか。以下の教師、学習者に対して、インタビ、ュー形式による聞き取り調査を実施した0

．ネパール人日本語教師

－日本在住のネノミール人日本語学習者

－ネパール在住のネノミール人日本語学習者

本章では、ネパール人日本語学習者がネパール国内で、どのように日本語を学習してから

留学してくるかだけでなく、ネノくール国内の日本語教育の実態やそもそもネパールで、はど

のような教育を受け、どのような教育習慣を持っているのかという観点から、日本への留

学を選択する理由について明らかにした。

以下、 2節では先行研究を整理し、 3節で、は調査内容について説明する。 4節以降では、

国の情報（4節）、ネノ《ールの教育について（5節）、ネノ《ールの日本語教育・留学について

(6節）のように項目ごとに調査から明らかになった結果を述べ、 7節では結果から見える

日本への留学を選択する理由をまとめる。

3.2 先行研究

ここでは、今まで行われてきたネノミール人日本語学習者の研究をまとめる。ネパール人

日本語学習者の研究では、事例研究が多いが、そのうちネパール人留学生の増加に焦点を

当てた先行研究をまとめるD

柳（2017）では、先行研究に加え、福岡県在住のネパール人留学生及び元留学生、また

ネパール人留学生を受け入れている福岡県の日本語学校関係者及び日本語講師にヒアリン

グを行った結果から、ネノミール人留学生の増加の背景にはネノミール国内の事情（( 1）出稼

ぎ労働者の増加、（2）日本向け留学斡旋機関の乱立）、日本国内の外国人留学生受け入れ

事情として日本政府の「留学生 30万人計画」等が複雑にからみあっていると述べている。
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佐藤（2012）は、ネノ《ールで、留学希望者が急増している背景として、政治的な混乱によ

り経済が低迷し、国内に十分な雇用機会がないため、海外移住の第一段階として留学をす

る傾向が強いことを挙げている。さらに、日本への留学の要因に学費がアメリカやオース

トラリアより安価であること、アルバイトが可能であること、留学生の就職機会が増加し

ていることを挙げている。

浜田（2014）は、唯一ネパールからの視点で書かれている。そこでは、日本に限らず、

ネパールの海外留学ブームの背景には、ネパールの政治、経済情勢が大きな要因となって

いるとしている。一方で、日本へ留学するネノミール人に「不十分または誤った情報を得て

渡日したために、その後困難な状況に陥る学生が増えている（P.38)Jと問題点についても

述べている。

以上の 3つの先行研究からは、ネノミール国内の政治的な混乱や経済の低迷によって雇用

機会がないことが留学を目指す要因となっていて、日本への留学は英語圏の学校より学費

が安いことやアルバイトが可能であること、日本向け留学斡旋機関の乱立、日本の政策

「留学生 30万人計画」が増加の要因として挙げられている。

しかし、ネパール人留学生が受けてきた教育やその現状と日本への留学との関係性につ

いて言及している先行研究は管見の限りない。

3. 3 調査内容

3. 3. 1 調査協力者

本研究の調査協力者は以下の通りである。

－ネパール人日本語教師3名（以下、 Tl、T2, T3とする）

いずれもネパール在住で、あり、それぞれ異なる日本語教育機関に所属している。調査は

2018年 8月に筆者がネパール、カトマンズで実施した。調査時には、現役で日本語教師

をしている。 Tl・T3は、インタビ、ュ一時、筆者とはすでに数か月前より面識があり、連

絡がとれていた日本語教師である。また、 T2は初対面でインタビューを行ったが、 Tlか

らの紹介ということもあり、詳細に話を聞くことができた。

－ネノミール人日本語学習者 152名（以下、 Sとする）

内訳はネパール在住が 100名、日本在住が 52名である口
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3. 3. 2 調査方法

本研究で、行ったインタビ、ュー調査について説明する。インタビ、ューは l対 1の対面式で

行ったD 調査期間は 2018年 2月から 2018年 11月まで、筆者がネノ《ール国内と日本国内の

両地域で直接実施した。詳細は以下の通りである。

• 2018年 2月：日本国内

• 2018年 3月：ネノ《ール国内

・2018年 4月～7月：日本国内

• 2018年 8月～9月：ネノミール国内

・2018年 9月～11月：日本国内

また、インタビューで、行った質問は次の通りである。
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表 2：質問項目一覧

(1)名前

(2）誕生日

(3）出身地

(4）居住歴

(5）家族構成

(6）両親の母語・出身地

(7）母語

(8）家族それぞれとの会話時の言語

(9）使用・理解できる言語

(10）学歴

(11）小中高で、の勉強方法

(12）テスト対策の方法

(13）日本・日本語に興味を持った理由・時期

(14）ネパールで、の日本語学習歴

(15）来日経験

(16）日本での日本語学習歴

(17）日本語学習の簡単なこと・難しいこと

(18）日本語の教授歴

(19）使用教材・教授法

(20）日本語学校・日本語学習者急増の理由

(I）から（17）までは調査協力者全員に共通の質問を行い、（18）から（20）までの質

問は Tl・T2・T3のみに尋ねた。アンケートの回答方式は（I）～（10）までが構造化、

(11）からは半構造化であり、回答者の答えに対して、さらにいくつか質問して内容を確

認しながら進めた。日本在住の Sには来日後の学歴やアルバイト歴等についても尋ねてい

るが、本研究では扱わないので割愛する。このうち、本研究で扱う質問項目は、（9）使

用・理解できる言語、（10）学歴、（11）小中高で、の勉強方法、（12）テスト対策の方法、
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(13）日本・日本語に興味を持った理由・時期、（19）使用教材・教授法、（20）日本語学

校・日本語学習者急増の理由である。それぞれの回答は 4節以降の結果でまとめる。また、

結果には上記に対する回答のほかに、自然会話の中でわかったことも含んでいる。

インタビューは基本的に日本語で、行った。しかし、ネパール在住の Sには日本語ではわ

からない質問があったため、同じ内容について英語で、尋ねたものもある。また、この調査

では、事前に調査の目的を説明し、録音・公表の同意を得たものだけを使用している。

3.4 ネパールと学習者の背景

ここでは、ネパールの基本情報をまとめる。ネパールの位置は中国とインドの間（図 2

参照）で、面積は北海道の約 1.8倍である 14.7万ぱ、人口は2649万人である。また、 2016

年から 2017年のネパールの一人当たり GDPは770ドルで、あった（総務省統計局（2022））。

日本は約 4万ドル、韓国は約 3万ドル、中国は約 8000ドルで、あることから、ネパールの一

人当たり GDPは留学先の日本や他の留学生の母国とかなり差があることがわかる。以上の

項目をまとめると表 3のようになる。人口・面積は 2022年の数値を引用したが、一人当た

りGDPは調査時の数値と比較するため 2016年の数値を引用した。

パキスタン 中国

~ ti 

F-l'.¥ 

。

ネパーJI-

e子〆 フータン

一／守＼

寸
＼ ~ 

図2 ネパールの位置

（出典：引田（2022)p.4内の図 CCBYSAhゆ：／／webjapanese.com/)
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表3 各国の基本情報

面積 人口 一人当たり GDP

（万ni) (1000人） （ドノレ）

ネパール 147,181 26,495 770 

日本 377,976 126,146 39,396 

中国 9,600,000 1,339,725 7,944 

韓国 100,401 51,069 29,423 

（出典：総務省統計局「世界の統計 2022Jhttps://www.stat.go.jp/data/sekai/index.html) 

ネパールの一人当たり GDPが 770ド、ル（2016年から 2017年）であったのに対し、日本

に留学している学生のいる家庭の平均年収は 852～3,708ドルで、ある（TI）ことから、ネノ《

ール国内で、は多少なりとも裕福な家庭が日本に留学させていることがわかった口それを S

は日本に留学させる家庭は不パール国内の階級で、いうと「中級程度の家庭」だと表現し、

中級程度以上のより裕福な家庭は英語圏への留学をさせることが多いとしていた。

3. 5 ネパールの教育

ここで、はネパールの教育について焦点を当てる。まずは、ネパールの教育制度について

説明し（3.5.1)、続いて不パールで、重視されている試験について（3.5.2）、学校の特徴

(3.5.3）、学校の授業（3.5.4）や宿題の扱われ方（3.5.5）の面からそれぞれ結果をまとめ

ていく。

3. 5. 1 教育制度

ここでは、まずネノ《ールの基本的な教育制度について説明する。ネパールにおける教育

制度を以下に表で表した。
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表 4：ネパールの教育制度

日 保育園・
小学校

本 幼稚園
中学校 両等学校

ネ
ナ

ノ＼。 L u 
サ K K class 1-52 class 6-8 

class class 

ノレ
リ G G 

9、IO 11、12

（出典：筆者作成）

まず、表 4の説明を行う。 LKGとは LowerKinder Garten、UKGとは UpperKinder Garten 

であり、日本では幼稚園の年少、年長に当たる学年である o class 1～5は PrimaryEducation、

class 6～8はLowerSecondary Education、class9、IOはSecondaryEducation、class11、12は

Higher Secondary Educationとそれぞれ英訳されるものである。日本の学年に当てはめると

class 1が小学校第 l学年に、 class12が高等学校第3学年に当たる。ネノ《ールで、は英訳は使

わず、 class1 、class2のように学年を通し番号のようにして表している。

表 4はネノ《ールの教育制度と日本の教育制度を比較しやすいように、日本の教育制度の

年齢を基準に並べたものである。 Tlによると、これは古い制度のもので、日本でいう小学

校以降の区分を class1～8、class9～12に移行中であったが、現時点では中止が決まったと

のことだ。

外務省（2017）によると、ネノミールの classlへは満 5歳以上で入学でき、 classl～8の基

礎教育は無償義務教育とされている。しかし、 Tlによると、 classlへは 4歳で入学する人

が最も多いだけでなく、もっと上の年齢、 15歳や20歳の人も在籍している。その上、必ず

しも教育を受けなければならないわけではなく（罰則規定もなし、）、学年が上がった際、

例えばclass5になった際には転校や退学が原因で classl入学時の人数の 75%程度になって

いることもある。さらに、公立学校では学費や教材は無償だとしても、学年が上がる進級

の度に入学金を払ったり、部活動や授業後の補習に別途お金を払ったりする必要があり、

完全無償とは言いがたい状況である。

日本に留学するためには、 class12までの課程を修了している必要があるが、日本の高等

2学年を classlなどと表す
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学校ではほぼ同じ年齢で全員が卒業するのとは異なり、ネパールで、はいくら class12修了を

希望していても、全員修了すること、さらに同じ年齢で修了することは厳しいことがわか

る。

3. 5. 2 試験について

ネパールの教育においては、試験が大きな意味を持つ。 Tlや Sによると、 classIのとき

から、テストは全て記述式で、学年が上がるにつれて 1問の得点配分が上がり、問題数が

減る傾向にある。さらに、 classI l、12や大学生になると、 lつの教科に 3時間もかけて試

験を実施することもあるとし、う。

特に重視されている試験は、中学校卒業（SLC (School Leaving Certificateの略））や高等

学校卒業の資格を取得（HigherSecondary Education Board Examination等）するためのもの

で、ネパール全土で、共通の問題で、試a験が行われている。進級するためにも試験があるが、

それに関しては、学年によって学校内だけのものや地域で共通の試験が行われることもあ

る。このように、試験が重視されているため、普段の授業から試験のための知識詰め込み

型の授業が展開されており、学校に対する評価もこれらの試験の合格率が大きく影響する。

ネパールで、は、これらの試験の結果に応じて将来が決まるが、逆に試験さえできていれ

ば、授業態度や出席率を問われることはない。

来日後、ネパール人留学生が日本語学校での試験の際に巧妙にカンニングを行う様子に

ついて、 Tl、T2、T3にその理由を尋ねたところ、「日本の試験は簡単すぎる。マークや選

択肢式だからカンニングできてしまう。ネパールは記述式だ、から誰もカンニングしようと

しないし、カンニングしようとしてもできなしリと説明した。しかし、その一方で、 Tlに

よると、「ネノ《ールの試験は 1つの教科の点数が 35%を超えていれば合格できる試験だか

ら，平均点は関係ないし、全員の点数が高いことがいいことという認識はある」とのこと

から、授業の理解度を測っている日本語学校の試験についてネパール人留学生は試a験の目

的が理解できていないのではなし、かと感じた。

ここでは、ネノミールで、は知識詰め込み型の行われていること、ネパールで、は試験が絶対

であるため、授業態度や出席率は問われないことが明らかになった。また、試験の目的が

日本とネノ《ールで、は異なること、選択肢がある日本語学校のテストはネノくール人にとって

簡単すぎると感じられていることもわかった。

18 



3. 5. 3 ネパールの学校

ここでは、ネノ《ールの学校の種類とその違いについてまとめる。

ネパールの学校には日本と同じように公立と私立の2種類がある口 Sによると、ネノミール

の一般的な傾向として指導に当たる教師や設備等を含めて、私立の方が評価が高く、学力

的にもレベルが高い学生が多いとしづ認識である。最近は公立学校も職場の環境改善に力

を入れているが、教師にとっても私立学校の方が魅力的に見えているようだ。

また、ネノ《ールには学区がないことから、「少し都市から離れている町に住んでいるけ

ど、お金がある」という生徒はパスで毎日片道 1時間かけて通ったり、学校の寮や学生の

ためのアパートに住み、試験の合格率が高い人気のある学校に通ったりしている口しかし、

都市から遠く離れていたり、あまり裕福でない家庭では、人気が高くて学費も高い私立学

校には通わせることはできないため、地域にある公立学校に通わせるしかない。

こういった中で、公立と私立の大きな差は英語にある口公立私立問わず、英語の授業は

行われている。ナーサリーでも英語の授業を行う学校もあるほど、ネノミールで、は英語の教

育に力を入れている。しかし、 Tlや Sによると、公立学校では授業が理解できていれば、

英語が実際に使えなくても問題ないとされており、英語以外の授業は全てネパール語で、行

われ、学校内での会話もすべてネパール語で、行われている。そのため、 Tlによると、公立

学校では英語を使う機会はほとんどなく、理解していても使えないことはあり得るという

ことだ、った。

それに対して、 Sによると、私立学校はネパール語以外の授業が全て英語で、行われてい

るだけでなく、学校内では生徒同士でも英語で会話することがルールになっていて、それ

を破れば罰があるほど、厳しく定められているD

このことから、公立学校と私立学校では学生や教師の英語のレベルに大きな差があるこ

とがわかる。しかし、日本国内の日本語学校に所属している日本語教師には「ネパール人

は英語ができる」としづ認識があり、日本語教材にも英語の翻訳があれば、意味が理解で

きると思っているが、それは思い込みだ、った。特に公立学校を卒業してきている学生には、

英語の翻訳があってもそれを理解できない学生がし、る可能性があることがわかった。さら

に、 Sによると、日本はアメリカ英語で、ネノ《ールはイギリス英語であるとのことから、実

際は知っている単語でも翻訳が理解を阻害していることもあると推察される。例えば、

elevatorとli白が例に挙げられる。アメリカ英語では elevator、イギリス英語では liftという

が、ネパールで、も li白というため日本で初めて「エレベーター」と聞いたときには何を指す
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のかわからないとし、う経験をしたネノミール人日本語学習者もいる。

ここでは、ネパールには 2種類の学校があること、その違いによって、英語の理解に大

きな差があることがわかった。

3. 5.4 授業について

ここでは、ネノミールの学校で、の授業についてまとめる。

Tlによると、授業で扱う教科は試験科目になるもののみで、日本の学校では必ず勉強し

なければならない保健体育や音楽等は授業後に行われている部活で学習するシステムにな

っている。

授業時間は、 classl～9が 10時から 16時までである。 class10は、修了時に中学校卒業に

値する試験があり、非常に重要な時期だと考えられているため、試験に対して高い目標の

ある厳しい学校では、通常時間よりも授業時間を長くし、 7時から 18時まで授業を行い、

試験のための準備をしている。そして、さらに厳しい学校の場合、 class10になったときに

は、学校の寮に住まわせ勉強させることもある。試験の合格率が学校の人気を左右するた

め、学校や教師もかなり力を入れていることがわかる。では、その他の学年はあまり勉強

に専念しなくてもよいのか、というとそうではない。学年末試験に合格できなければいわ

ゆる留年となるため、やはり生徒は進級に向けて備えている。その方法には、授業後に学

校で実施される補習を受けたり、塾に通ったり、家庭教師に来てもらったりする等の選択

肢があり、準備の早い家庭では classlや class2のときから既に学校の授業以外で学習の機

会を設けている。

class 11、class12は専門や学校によってかなり異なるようだが、大学で勉強したい内容の

その前段階として、基礎知識を勉強することになっている。また、基本的には日本の高校

に当たる期間を「＋2（プラスツー）」と呼び、 class11、class12を指すが、必ずしも 2年間

の課程（日本の高等学校に値する）ではない。医療や看護等の専門によっては日本の専門

学校のような技能・技術教育訓練施設（外務省 2017）で、 3年かけてこの課程を終える

こともある口つまり、日本への留学で求められる 12年の課程を終えるまでの年数が人によ

って異なることがわかる。

ここでは、ネパールの学校の授業についてまとめた。ここから、ネノミーノレの学校は試A験

に向けてみっちり勉強していること、日本に留学するために修了していなければならない

12年の課程を修了するまでにかかる時聞が順調に進んでも人によって異なることが明らか
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になった。

3. 5. 5 宿題について

ここでは、ネノミールで、はどのように宿題が出され、どのように取り組むのかについてま

とめる。

先述した通り、試験に合格することが最も重要であるため、宿題もかなり重視されてい

る。 Tlによると、ナーサリーのときから、その日勉強した文字を何ページも練習する宿題

が出されるため、毎日何時間もその宿題に費やしている。さらに、 classl以上の宿題の内

容は、その日の授業の練習問題やそれを使って文を作ってくる等のものが多いため、授業

も含め、自分で自由に作ったり、自分の考えを述べたりすることはない。また Sによると、

そもそも試験科目にある教科しか授業科目にならないが、 1日の中で勉強しない教科はな

く、教科書のある教科全てを毎日 1コマずつ勉強している。その日の授業の進み具合によ

って、宿題の量に差があるが、 1年を通してみると、一度も宿題が出ない教科はなく、全

ての教科で宿題が義務づけられている。また、 Tlによると、厳しい学校では、宿題を一覧

表にして保護者がその日の宿題を終わらせたかどうかチェックできるようになっていて、

そのリストを保護者に提出させる学校もある。このように、日々の宿題の量はかなり多く、

そこには時間を割かれることから、授業後に自ら予習復習に取り組むのはかなり難しく、

その習慣もない。

ここでは、その日の授業に応じて練習問題や文を作る宿題が出されていること、試験の

ためにも宿題に必ず取り組まなければならないこと、またこのことからネパール人留学生

には予習復習の概念はないと推察されることが明らかになった。

3. 6 留学について

ここでは、留学について、言語に対する考え（3.6.1）、留学に対する考え（3.6.2）、日本

語教育機関の乱立（3.6.3）、ネノ《ール国内の日本語教育機関で学習している受講生につい

て（3.6.4）の面からそれぞれまとめる。

3. 6. 1 言語に対する考え

ここでは、ネノミール人の言語に対する考えをまとめてし、く。

ネパールは多民族国家で、あり、多言語国家であるが、英語の授業が公立私立問わず行わ
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れているように、国民全体の意識として、英語を最重要視しているD そのため、ネノ《ール

では英語ができなければ、将来の道が狭められてしまう。ネノくール国内においては、英語

であればわざわざ余計なお金をかけて言語の教育機関に行かなくても、私立学校で重点的

に学習できる。つまり、将来的に英語圏への留学が検討できる。

それに対し、日本語はいくら勉強して、日本語のレベルが高くなっても留学先は日本の

1か国に限られてしまう。それにもかかわらず、留学渡航先として 2番目に多いのが日本で

あることからも、将来につながるメリットが見込めれば、言語の難易度を問わず学習する

意欲が見られる。 Sへのインタビューからも、ネパール語・英語・日本語以外にできる言

語があることも少なくないことがわかっており、その言語を勉強した理由について、「仕

事のため」、「留学したかったJと述べていたD

また、 Tlによると、最近では、中国からの観光客が多いことや奨学金などの支援が充実

していることから、中国への留学を考える人も増加してきていて、それに伴って、中国語

を勉強できる機関も増えているようである。

Tや Sへのインタビ、ューからネパール人は英語を重視しているが、逆に英語ができなけ

ればネパール国内でよい進学先や就職先は望めなくなってしまうこと、そこからネノ《ール

国外で進学先や就職先を探すために、難易度にかかわらず他の言語を習得しようとする姿

勢が明らかになった。

3. 6. 2 留学に対する考え

T3が「ネノ《ールの都市部で、生活している若者は留学に失敗した者が多いのではなし、か」

と言うほど、ネパールの若者の多くが留学したいと考えていることが調査からわかった。

Tlによると、現在、ネノ《ールからの留学先として最も多いのはオーストラリア、次に日

本、インドが続いているが、どこに留学するにしても将来的なことを考えて、留学してい

るという。留学の目的として挙げられた回答は 2つある。 1つ目は 80%の留学生は外国に

移り住むため、残り 20%の留学生はネノ《ールに帰ってきて、ビジネス等何かをするための

知識を得るためである。 2つ目は大学の卒業証明書を取得するためである。

Tlによれば、ネパールで、は、以前は高卒で就職する人も多かったが、最近は大卒で就職

する人が増えてきていて、高卒ではよい就職先がない。しかし、その一方で、大学での進

級にも l年ごとに試験が行われるが、その合格率は 20%と言われており、ネパールで、大卒

の資格を取得するのは容易でない。つまり、ネノ《ール国外の方が、学位が取りやすく、そ
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の資格取得のために外国に行くのではないか、と Tlは考えている。

ここから、ネノミール国内の若者の留学に対する熱意がわかるが、その目的にはネパール

以外の国に移り住むことや、進学先があること、学位の取得が挙げられた。

3. 6. 3 日本語教育機関の乱立

ここでは、ネパール国内の日本語教育機関についてまとめる。

T2によると、 1956年に日本との国交が樹立し、 1970年に初めてネパールに日本語教育機

関ができた。1971年の国費留学生が最初の留学生で、そこから徐々に増え、現在に至って

いる。留学希望者の増加に合わせて日本語教育機関も激増しており、 T2によると、現在、

ネパール全土で、 600の日本語教育機関がある。これには、おそらく日本語コースのみの学

校だけでなく、他の言語も教えている学校が設立している日本語コースも含まれていると

考えられるが、正確な確認はとれなかった。また、 Tlによると、現在は言語の教育機関の

設立や新しいコースの設立に政府の許可が必要になり、日本語教育機関は激減したとしづ。

しかし、その一方で、実際に歩いて調査したところ、首

都カトマンズ内の PutaliSadakの交差点を軸に東西に lkm

ほどの学生街の道沿いにある日本語教育機関の看板の数を

数えると 53あった。写真 lはその道沿いにある建物であ

る。この写真から lつの建物にいくつも言語の教育機関が

入っていることがわかるが、このような建物がこの道沿い 貯

の両側にいくつも建っている状況である。同じ道沿いの英

語教育機関は 77であったが、英語は多くの国に留学でき

る可能性がある。それに対して、日本語は日本にしか留学

できる選択肢がないのにもかかわらず、日本語教育機関は

50以上もある。しかし、その一方で独立行政法人国際交流

カトマンズの

学生街

基金の海外事務所はネノミールには置かれていない。ネノミールで、教師研修等が聞かれる際に

は、隣国であるインドの国際交流基金ニューデリー日本文化センターから派遣されてくる

のである。また、 JICAはカトマンズに事務所を置いているものの、日本語の隊員は送って

おらず、農業支援等を行っているのみという状況である。このような状態でどこまで、ネパ

ールの日本語教育の状況を担当者、さらに言えば日本側が把握できるかは疑問が残るとこ

ろである。
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このように日本語教育機関が乱立した理由を Tl、T2、T3に尋ねると、「日本での留学を

終えてネパールに帰ってきた人が自分にできることを考えた結果だJということだ、った。

ネパールには、日本からの帰国者にとって有利になる日系企業等の就職先がないことが日

本語教育機関の乱立に拍車をかけている。

ここでは、ネノミール国内には日本語教育機関が異常なほど存在していることが明らかに

なった。次に、その日本語教育機関で学習する日本への留学を目指している受講生につい

てまとめる。

3. 6.4 受講生について

日本に留学している学生は多くが class12 （日

本の高等学校 3年生）を卒業してすぐに来日し

ている。Tlによると、不パールで、は、高校卒業

の資格に値する試験（HigherSecondary Education 

Board Examination等）を受験し、結果が出るま

での約半年間の聞に将来のことを考える人が多

いとしづ。その結果、日本語や英語の教育機関

に通い始め、留学を目指す学生が多いようだ。

写真 2は街中にある看板だが、先述した通り、

「＋2」とは日本の高等学校に当たる（ネパー

ルの class11、12）。これは「高等学校を卒業した

写真 2 街中の看板

後、何をするのか」と学生に言語の教育機関が訴えているものである。

その一方で、大学在学中もしくは就職した後、日本への留学を考える学生もいるため、

ネパールにある多くの日本語教育機関の授業は大学や仕事の前後の朝や夜の 1、2時間を使

って受講できるような仕組みになっている。Tl、T3の学校は 6か月のコースで平日週 5日、

毎日 l、2時間勉強して『みんなの日本語 初級I』を終わらせている。ネパールの日本語

教育機関では一般的に『みんなの日本語』が広く使用されている。

T3は英語圏への留学ができなかったから日本への留学を目指す者が多いと述べていたが、

Sのインタビ、ューでは日本を留学先に選んだ理由として、インターネットで 「ワンピース」

や「NARUTOJ などの日本のアニメを見た人や日本製の電化製品から日本の技術力の高さ

を実感した人、日本の文化が好きだという人、先に日本に留学している友人から「日本は
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頑張ったらその結果が認められる場所」等と聞いた人がいることが明らかになった口もち

ろん、オーストラリアへの留学がダメだ、ったからという理由も聞かれたが、その一方で、

日本以外の国では人種差別を受けたり、治安が悪かったりするからという人もいた。在日

のSやTl、T3からは、ネパール人の顔や話し方は日本人と似ているという声もあり、口コ

ミでの情報網が発達しているネノミールで、は、そういった理由から知り合い同士で日本への

留学を勧めていることもあるのではなし、かと推察される。

このように日本への留学を夢見ていても、日本に留学できるかどうかは日本語の勉強量

や出席率では決まらないため、確約が得られず、どうしても日本語の学習に身が入らない

学生もいて、そういった学生は以前よりも増えたと TlやT3は感じている。

ここでは、ネパール国内の日本語教育機関で学習している受講生についてまとめたが、

日本語を学習する様子は先述したネパールの教育（3.5.4）や宿題（3.5.5）で明らかになっ

た教育に対する熱心な姿勢とは相反することが明らかになったD そこには、いくら熱心に

学習しでも、来日できるための安心材料がないことが挙げられた。

3. 7 結果：日本を留学先に選択する理由

ここでは、日本を留学先に選択する理由として学歴、英語の能力、金銭面を観点にまと

め、それ以外の理由はその他にまとめる。

(1）学歴

ネパールで、大学卒業の学歴を取得するには、進級の度に入学金を支払う必要がある等、

本人の努力と必ずしも結び、ついているわけではないのに対し、日本では、本人の努力次第

で取得することが可能であること、また、ネパールの高等学校の卒業に値する試験

(Higher Secondary Education Board Examination等）に合格している必要はあるが、その試

験の得点がさほど求められていないことが考えられる。オーストラリア等の英語圏への留

学はその試験の得点が求められており、日本へ留学するのに比べると難易度が高くなって

しまうため、その試験の得点に自信のない者が日本への留学を希望している。

(2）英語の能力

ネパール国内で、留学先として一番人気が高いオーストラリアではよい大学や就職先に入

るには英語が必須条件であるのに対し、日本への留学や日本での生活には英語はほとんど
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求められていない。そのため、英語が得意でなくても、留学できる。さらには、留学した

後も英語ができないことがマイナスに働くことがない口このことから、英語があまり得意

でない者が日本への留学を希望している口

(3）金銭面

ネパールで、は学歴を求めるためには、収入に見合わない出費になることがあるのに対し、

日本では留学生であっても制限はあるもののアルバイトをすることが可能である。実際に

ネパール人留学生のほとんどが来日する際に発生したネパールで、の借金や日本の生活費を

アルバイトで、得た給与で、賄っている。

しかし、その一方で Tlによると、ネノ《ールの’慣習として、学生のときには家業を手伝う

以外の労働は稀有で、「学業とアルバイトを両立させる」という経験をネノミールで、積むこ

とは難しい。そのため、来日してからその両立に悩まされたり、授業に専念できなかった

り、体調を崩す等の問題が起きると推察される。

(4）その他

上記以外に調査からわかったことを以下にまとめる。

まず、日本の治安の良さやネノ《ール人自身が「顔や話し方が日本人と似ている」と実感

できることが挙げられる。さらに、 T3によると、ネノ《ールには昔から出稼ぎの文化が存在

するため、家族が離れて暮らすことにさほど大きな抵抗はない。この 2点が日本を留学先

に選択する理由として挙げられる。その一方で、 Tlによると、日本語の習熟度等の問題か

らネノ《ールから直接日本国内の大学に入学することは不可能に近く、来日してからまず日

本語学校に 2年間通う必要があることから、それを時間の無駄と考え日本を選ばない人も

し、るとし、う。

ネパール人留学生と日本語教師の認識を合わせなければならないこととして、試験の意

味がネパールとは大きく異なることが挙げられる。ネパールで、は、クラス全員が合格点に

達していることが求められるが、日本では、一試験は個人の学習到達度を測るためのもの

として一般的に考えられており、得点に重きを置いていない。カンニングについても日本

では実際に答えを写したかどうかではなく、その行動自体が信頼を損ねるものだというこ

とを理解してもらう必要があると感じる口

今回の調査から、ネパール人にとって、日本への留学は様々な点で魅力的に感じている

ことがわかった。

現在、ネノ《ールから来日するための在留資格として最も多いのは「留学」である。ビザ
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の交付率があまりよくない状況が続いていても、ネノミール国内の日本語学習者は増え続け

ている。その上、 T2、T3によると、現在ネノミールで、は「技能実習生」として来日できるよ

うに話が進んでいるとしづ。また、ネノ《ールは新しい在留資格である「特定技能3」の対象

国でもあるため、今後もネパール人日本語学習者は増加し続けると予想される。そのため、

今まであまり考慮、されてこなかったネノミール人日本語学習者のための日本語を学習するた

めの環境を整える必要性があるD

3外務省によると、特定技能とは、「人材の確保が困難な一部の産業分野等における人手不

足に対応するため、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外国人材を労働者として受け

入れる新たな在留資格」のことである。 2019年 4月に新設され、 14職種に限定されてい

る。（h抗ps://www.mofa.go.jp/mofaj/ca／白a/ssw/jp/)
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第 4章 調査 2：ネパール人日本語学習者の特徴2

4. 1 はじめに

前章では、日本在住のネパール人日本語学習者およびネノミール在住のネノ《ール人日本語

学習者、さらにはネパール国内で、日本語を指導している日本語教師にインタビューをする

ことによって、ネパール人日本語学習者の来日してくる背景について明らかにした。

本章では、そのネノミール人日本語学習者が実際に使用している教材に焦点を当て、現状

に問題はないのか、問題があるとしたらどのような点なのか探ってし、く。先述した通り、

日本国内にもネノ《ール人日本語学習者は増えているが、ネパール語訳が付いている日本語

教材はほとんどない等、日本国内で、ネパール人日本語学習者を対象にしている日本語教材

は大変少ない。では、ネパール人日本語学習者は教材にどのような要素を求めるのか、ま

た現状に大きな問題はないのだろうか。ネノミール人日本語教師とネパール人日本語学習者

に聞き取り調査を行った上で、ネノミール国内にある日本語教材はどの程度その希望を網羅

できているのか、分析を行った。分析に用いた教材はネノ《ール国内の日本語学校で最も多

く採用されている『みんなの日本語初級I 第2版 本冊」と『みんなの日本語初級II 第2

版 本冊』（以下、『みんなの日本語本冊』とする）の補助教材である『みんなの日本語

初級I 第 2版 ネノミール語語葉訳』と『みんなの日本語初級II 第 2版 ネパール語語葉

訳』（以下、『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』とする）、ネノミール国内で、発行された

『分類別語葉』である。

以下、 2節では日本国内にいるネノミール人日本語学習者がどのような特徴や教育的背景

を持って来日してくるかに加えて、日本語学習のための教材について先行研究をまとめる。

3節では、聞き取り調査の詳細を説明し、 4節ではその結果から教材の分析を行う。 5節で

は分析の考察をまとめ、 6節では全体のまとめを行う。

4. 2 先行研究

この節では、ネパール人日本語学習者に関して、その特徴と教育的背景についての先行

研究と日本語学習のための教材に関する先行研究をまとめる口

4. 2. 1 ネパール人日本語学習者について

4. 2. 1. 1 ネパール人日本語学習者の特徴

岩切（2015）では、勤めている日本語学校に在籍しているネノミール人学生を「勉強しな
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い（できない）」（P.86）と述べており、「教師は日本語を教えることよりもし、かに黙らせる

か、日本語の学習意欲が低い上、基本的な勉強の仕方自体が教師の考えているそれと大き

く異なっている」（P.87）と教師としての苦労をもって、ネパール入学生の日本語学校での

授業態度を問題提起している。

嘉手川（2016）は、沖縄県の日本語学校に在籍しているネパール入学習者について述べ

ている。それによると、ネノミール人学習者は日本での滞在期聞が長くなるにつれ、日本語

への学習意欲が高まっていることが明らかになったとしている。その一方で、悪徳な仲介

業者によって輔されて来沖し、学習意欲の低いネノ《ール人学習者や就労目的のネノミール入

学習者がアルバイト中心の生活を送っていて、日本語の授業どころではない劣悪な環境が

あることも判明したとも述べている。

浜田（2014）は、在ネノ《ール日本国大使館の立場から、日本留学の現状と問題点として、

日本への留学を希望するネパール人学生は、日本という国についての知識が決して高いわ

けではないこと、留学斡旋機関の中には「日本語ができなくても留学できる」のような甘

い言葉で勧誘する機関もあることを挙げている。

こうしたことからもわかるように、来日するネノ《ール人日本語学習者全員が学習意欲が

低かったり、輔されたりしているわけではないことはもちろんである。しかし、日本へ送

る側では「あまり日本語ができなくても問題なしリとされている環境があるため、そこか

ら来日した際に「学習意欲が低く授業態度が悪い」と受け入れる日本側でそのように感じ

られでも、学習者の態度として一貫していると言えなくはない。また、ネノ《ール側と日本

側で、ネパール人日本語学習者に対して同じ問題意識を持っていることもわかる。

確かに筆者の経験から考えても授業態度が悪い学生がし、ることは否定できないが、それ

は他の国から来日した学生にも当てはまることである。さらに、このように授業態度が悪

い理由として、よくわからないまま来日していることもその原因の 1つで、ある可能性はあ

るが、決してそれが全てであるとは言えない。岩切（2015）では「授業内にし、かに黙らせ

るか」とあるが、今回のインタビュー調査で「授業中にわからないことがあったときは先

生や友達に聞いた」と回答している調査協力者がいることからも、授業内に飛び交うネノミ

ール語が雑談で、はない可能性も考えられる。つまり、ネノ《ール人日本語学習者にとって、

ネパール語訳の付いている日本語教材で学習できず、日本語を学習する環境として整って

いないことも授業に集中し切れない理由として検討する必要があるのではないか、という

ことである口ネノ《ール人日本語学習者が必ずしも学習意欲が低く、授業に取り組まないわ
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けではないことから、学習環境の不備も影響の一つだと推察される。

4. 2. 1. 2 ネパール人日本語学習者の教育的背景

ネパールから日本に留学できる条件として、日本の高等学校に相当する学校からの卒業

が求められる。また、引田（2019b）では、ネノ《ールで、も小学校から大学まで日本と同様、

公立学校と私立学校があるが、そこの違いは英語教育にあるとしている口ネパール語以外

の科目を全て英語で、行っている私立学校に対して、公立学校は英語以外の授業をネノミール

語で、行っている。このような違いがあることから、ネパールの児童生徒の英語の実力には

かなり差があるといえよう。私立学校を卒業した裕福な家庭の子どもが英語圏への留学を

目指すのに対し、日本への留学を目指すのは、英語圏への留学に失敗したり、そこまで裕

福ではない家庭、そもそも英語が得意ではない公立学校を卒業した人が多いことがわかっ

ている。

また、ネパール国内の日本語教育について、引田（2019b）では、ネノくールの日本語教

育機関では広く『みんなの日本語初級I 第 2版 本冊』が教材として採用されているのに

併せて、補助教材には『みんなの日本語初級I 第 2版 翻訳・文法解説英語版』（以下、

『英語版』とする）が使用されていると報告している。

しかしながら、日本語を学習しているネパール人日本語学習者は先述した通り、必ずし

も英語ができるわけではない。『英語版』で問題はないのだろうか。これについては今回

のインタビ、ュー調査で調査する必要がある。

4. 2. 2 日本語教育教材に関する先行研究

丸山（2008）では、『みんなの日本語』の『翻訳・文法解説』について、「その使用を指

導の前提としているが、総教材を含めたこれらによって、学習者の学習項目の機能などの

理解を容易にすると同時に、教師に各指導項目導入時、現実に使われる状況の設定や学習

者がそれを使う状況の設定を求めないものとした」（P.13）と説明している口ほかにも『翻

訳・文法解説』には、学習者の関心に沿った語葉を取捨選択できるためにある『参考語葉』

や日本事情教育も視野に入れた意欲的な内容の『参考語葉と情報』があり、結果として盛

りだくさんになっている、と述べている。

確かに、これらの情報が学習者にとって理解しやすく、読むのに苦でない言語で書かれ

ていれば、積極的に自習等で読み進めてし、く可能性も考えられる。しかし、ネパール人日
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本語学習者にとって、言葉や表現を理解するのに活用できるのが『英語版』しかないとい

うのは、学習意欲を阻害するものとして考えてもよいのではないだろうか。

では、ネパール語訳の付いている日本語教材はないのだろうか。例えば，大谷書店とい

う福岡県の日本語教材を扱う会社では、「翻訳言語別教材リスト4j として中国人学習者向

けやベトナム人学習者向けのように全部で 22か国の出身者別に「書籍リスト＆ダウンロー

ド教材Jを公開している。そこで公開されている書籍の数を項目ごとに以下にまとめる。

項目は「書籍リスト＆ダウンロード教材Jで使用されている名称である。

表 5 言語別教材の書籍数

ネパール 中国 ベトナム ミヤンマー

中国人向けテキスト（初級～上級） 11 

ひらがな・カタカナ・漢字教材 。 20 33 。
日本事情 。 4 2 。
初級＆初中級

4 79 58 6 
（メインテキスト＆副教材）

初級＆初中級（日本語能力試験対策） 32 48 2 

中・上級（メインテキスト＆副教材） 49 30 。
中・上級（日本語能力試験対策） 140 89 

日本留学試験（日本語）＆面接 。 11 4 。
日本留学試験（総合科目） 。 2 。
日本留学試験 。 15 4 。
（数学コース 11数学コース 21理科）

大学（理系） 。 3 。
探求・活動型 。 2 2 。
ビジネス日本語・就活 。 30 14 。
研修生用教材【初級・中級】 。 12 9 3 

介護・看護関係 5 22 3 

初等・中等教育機関向け初級教材 。 12 2 。
辞典 。 6 8 5 

生活全般 。 5 5 。
教師用 。 2 5 。

合計 8 440 337 20 

（出典：大谷書店「翻訳言語別教材リスト」より筆者作成）

表 5からわかるようにネパール語訳のついた教材は非常に少ないといえる。日本国内の

4 「翻訳言語別教材リスト」（ http:// otanishoten伊／honyaku.html 2022年9月30日閲

覧）
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日本語学習者としては、ネパール人日本語学習者よりもミャンマー出身の日本語学習者の

方が日本国内には少ない。それにもかかわらず、ネノミール人日本語学習者向けの教材はミ

ャンマ一人向けの教材よりも少ないのである口教材が少ないのと同様に、これらに関する

研究も管見の限りないため、今回併せて調査・分析を行う また、『みんなの日本語 ネ

ノミール語語葉訳』は『みんなの日本語 本冊』に準拠している語葉集であるが、ネノ《ール

人日本語教師が作成し、ネノ《ール国内で、 2008年に発行された語葉集『分類別 語葉』につ

いても比較のため調査・分析を行う。

4. 3 調査内容

この節では、調査内容や調査協力者について詳細に説明する。

4. 3. 1 調査協力者

調査協力者は、不パール国内で、日本語を指導しているネノ《ール人日本語教師 2名（NPTI、

NPT2）とネノ《ール人日本語学習者 3名（NPSI、NPS2、NPS3）である。教師 2名のうち l

名（NPT2I NPS I）には学生当時の経験と教師になってから経験と両方の視点から話をして

もらった。詳細は以下にまとめる。

表 6 調査協力者の詳細

No. NPTI NPT2爪JPSI NPS2 NPS3 

年齢 一 28 28 32 

出身地
ノくクタフ。ノレ オカルドゥンガ ノミタン チトワン

(Bhaktapur) ( Okhaldhunga) (Pa tan) (Chitwan) 

ネパールでの 小学校～大学 小学校～高校 小学校～大学 小学校～大学

学歴 （私立） （公立） （私立） （公立）

ネパールでの 日本語教師
塗装（計 1年）

小学校教師

職歴 ( 15年）
日本語教師 なし

(2年）
(2年）

日本での学歴 なし
日本語学校 日本語学校 日本語学校

→専門学校 →大学 →専門学校

日本語能力 N2 N3 N3 なし
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なお、日本語能力に関しては、それぞれ取得しているレベルを記載したが、個人の会話

の能力を表すわけではない。

4. 3. 2 調査内容

先述した調査協力者に対して、日本語教師には日本語を指導している経験から、ネパー

ル人日本語学習者にはネノ《ールおよび日本国内での日本語学習経験から、日本語を学習す

るための教材についてインタビ、ュー調査を行った。調査は全て日本語で、行った。

その後、ネパールで、発行されている『分類別 語葉』とネノミール国内で、日本語学習する

ための教材として最も採用されている『みんなの日本語 本冊』の補助教材である『語葉

訳』についてどのような特徴があるかだけでなく、ネパール人日本語学習者からの視点で

見て、どのくらい希望に沿っているものなのか、分析を行いまとめた。

4.4 調査結果

この節では、『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』と『分類別 語葉』の特徴とイン

タビュー調査を行った結果についてまとめる。

4.4. 1 『みんなの日本語 ネパール語語藁訳』について

『みんなの日本語 ネノ《ール語語葉訳』の特徴と問題点について述べる。

4. 4. 1. 1 特徴

スリーェーネットワークによると、現在、『みんなの日本語 初級I・II 第 2版』に準拠

する『翻訳・文法解説』は、以下の 13か国語、 14種類が発行されている。

－英語版

・ローマ字版（英語）

．韓国語版

・中国語版

．スペイン語版

・ホ。ルトガル語版

．フランス語版

・タイ語版
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－インドネシア語版

．ロシア語版

・ドイツ語版

・ベトナム語版

・イタリア語版

．ヒマルマ語版

また、この『翻訳・文法解説』の各課の構成は、

1. 『本冊』のことば（新出語、会話語葉、表現）

2. 『本冊』の文型、例文、会話の翻訳

3. その課の学習に役立つ参考語葉と日本事情に関する情報（各言語）

4. 文型および表現に関する文法説明（各言語）

となっている。

新出語葉の説明はもちろん、文法事項の説明も全て各言語で書かれているため、学習者

自身が持っている『みんなの日本語 本冊』と合わせれば、独学で日本語学習を進めてい

くことも不可能ではない。

それに対して、『語葉訳』はスリーェーネットワークによると、『みんなの日本語 翻

訳・文法解説』の「現在発行予定のない言語について、語葉訳を内部資料としてまとめた」

ものである。小冊子で、制作実費を支払えば購入することが可能である。内容は各課の語

葉部分、はじめの「日本語の特徴」、「日本語の文字」、「日本語の発音」、「教室のことば」、

「毎日のあいさつと会話表現」の翻訳である。この『語葉訳』はネノミール語をはじめ、ビ

ルマ語、シンハラ語、中国語繁体字、アラビア語、ペルシア語、アルバニア語、アゼ、ルバ

イジャン語、モンゴ、ル語、ウズベク語、べンガル語、セルビア語、クロアチア語が制作さ

れている。

ピ、ルマ語は『語葉訳』だけでなく『翻訳・文法解説』も発行されていることから、ネノ《

ール語も今後『翻訳・文法解説』が発行されるかもしれないとしづ希望が持てないわけで

はない。また、それ以上に英語がわからないネノミール人日本語学習者にとって、母語であ

るネパール語の『語葉訳』があれば新出語葉の翻訳は掲載されているため、いくら文法解

説や日本事情がないとしても「ないよりはまし」であると推察される。ネノ《ールで、日本を

留学先に選択する人はネパール国内において英語が苦手な人、さらに言えば英語ができな

い人が圧倒的に多いのである。
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しかし、この『語葉訳』には問題点もあることは容易に想像できる。その問題点につい

て、次にまとめる。

4. 4. 1. 2 問題点

『語葉訳』は先述した通り、 l課の前にある日本語に関するいくつかの説明を除けば、

各課の新出語葉の翻訳しかないため、『みんなの日本語 本冊』を持っていたとしても、

『翻訳・文法解説』とは異なり独学で日本語の学習を進めていくことは不可能に近い。

しかも、この『みんなの日本語 ネノミール語語葉訳』はスリーエーネットワークのホー

ムページからネット購入することが可能であるが、最大の問題点は、日本国内への発送し

か行っていないことである。この『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』は第 l刷が 2015

年に発行されているが、 2018年時点では、不パール国内にいる日本語教師には知られてお

らず、やはりネパール国内で、は役立てられていないことがわかった。

では、ネノミール国内の日本語教材にはどのようなものがあるのか。既にネパールで、発行

されている教材を例に挙げて観察していく口

4.4. 2 『分類別語藁』について

『分類別語葉』の特徴と問題点についてまとめる。

4.4. 2. 1 特徴

2008年に『分類別 語葉』といういわゆる語葉集がネノ《ールで、発行された。この『分類

別 語葉』の著者はネパールの日本語教育の先駆けとして 1974年ごろに設立された日本語

学校の 1つであるスタンダード日本語学校で後に校長を務めたへラカジ・シャキャ（Hera

Kaji Shakya）である。ネノミールで、日本語教育に 20年間携わっていたことが、この語葉集の

出版のきっかけとなっている。

著者によると、この『分類別 語葉』は主に技能実習生に役立ててもらうために、 NSか

らN3の語葉をまとめたもので、国際交流基金より出版助成も受けている口つまり、留学生

のように日本語の学習機会がなくても日本語の学習が進められるように考えられていると

いうことになる。

以下に、『分類別 語葉』の表紙（図 3）と本文中のページ（図 4）を転載する。なお、

写真掲載について著者の許諾は得ている。
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図3 『分類別語葉』の表紙

図4 『分類別語葉』の本文

実際に内容を確認していくと，『分類別 語葉』は 253ページにわたって、全 4567語、

134種類の表現、 75文が収録されていた。その内訳を目次に沿って、単語の数、表現の数、

文の数をまとめてし、く 。

表現と文の違いについて、ここでは、「文」は句点がついている表現や 3文節以上から成

っている表現を指し、それ以外の 2文節以下の表現を「表現」と分類した。目次の名称、は
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誤字脱字を含めて、原文のまま記した。

表 7 『分類別語葉』内訳

No. 日次名 単語 表現 文

あいさつ（挨拶） 6 32 2 

2 ぎもんし（疑問視） 10 。
3 だし、めいし（代名詞） 19 。 。
4 しじし（指示し） 28 。 。
5 くに・ひと・ことば（国・人・言葉） 72 。 。
6 かぞくのなまえ（家族の名前） 20 。 。
7 いろいろなみせ（色々な店） 38 。 。
8 しんしふくとふじんふく（紳士服と婦人服） 99 。 。
9 そうしょくひん・ほうせき（装飾品・宝石） 39 。 。
10 さいほう（裁縫） 21 。 。
11 ふどうさんや（不動産屋） 26 。 。
12 し、え（家） 32 。 。
13 だいどころ（台所） 27 。 。
14 ちょうりほうほう（調理方法） 9 。 。
15 スノ《イス 38 。 。
16 あじ（味） 8 。 。
17 いろ（色） 14 。 。
18 よくしつ（浴室） 35 。 。
19 し、ま（居間） 15 。 。
20 ょうま（洋間） 17 。 。
21 しんしつ（寝室） 23 。 。
22 レストラン 21 5 7 

23 わしょく（和食） 44 。 。
24 のみもの（飲み物） 36 。 。
25 まちのなか（町の中） 25 。 。
26 スーパーマーケット 13 。 。
27 びょういん・りはってん（美容院・理髪店） 15 3 8 

28 しょくりょうひん（食料品） 61 。
29 やさい（野菜） 50 。 。
30 くだもの（果物） 29 。 。
31 にく（肉） 11 。 。
32 さかな（魚） 27 。 。
33 しんせき・ゅうじん 友人・親戚） 55 。 。
34 がっき（楽器） 25 。 。
35 おんがく（音楽） 10 。 。
36 えいが（映画） 9 。 。
37 げきじよう（劇場） 20 。 。
38 スポーツ 52 。 。
39 やきゅう（野球） 40 。 。
40 しゅくさいじっ『祝祭日』 21 。 。
41 にほんのいちねん（日本の一年） 11 。 。
42 にほんのぶんか（日本の文化） 12 。 。
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43 ごらく・あそび（娯楽・遊び） 22 。 。
44 おんせん（温泉） 14 。 。
45 かず（数） 25 。 。
46 たんい・せん・かたち・もょう（単位・線・形・模様） 45 。 。
47 だし、すうとさんすう 9 。 。
48 きかがくとさんかくほう（幾何学と二角法） 30 。 。
49 色々な物の数え方に関する 141 。 。
50 こうぐ（工具） 22 。 。
51 うちゅう（宇宙） 26 。 。
52 せかいちり（世界地理） 63 。 。
53 ちけい（地形） 26 。 。
54 ゃくしょ（役所） 40 。 。
55 せいじ（政治） 21 。 。
56 がっこう（学校） 23 。 。
57 がっこうにつかうもの（学校に使う物） 31 。 。
58 がっこうのじっけんしつ（学校の実験室） 30 。 。
59 にゅうかんでっかうことば（入管で使う言葉） 18 。 。
60 せんもん（専門） 36 。 。
61 しょう（省） 17 。 。
62 ITことば（言葉） 54 。 。
63 のりもの（乗り物） 34 。 。
64 えきとしゃないでっかうことば（駅と車内で使う言葉） 42 。 5 

65 どうろ・こうつう（道路・交通） 39 。 。
66 じんせいのできごと（人生の出来事） 21 。 。
67 ごみしゅうしゅうび（ごみ収集日） 25 。 。
68 さどう（茶道） 10 。 。
69 しょどう（書道） 10 。 。
70 かどう（華道） 3 。 。
71 てんき（天気） 32 。 。
72 さいがい（災害） 19 。 。
73 どうぶつ（動物） 34 。 。
74 のうぎょう（農業） 19 。 。
75 しょくぶつ（植物） 62 。 。
76 とり（鳥） 42 。 。
77 

むし（虫）・はちゅうるい（腿虫類）・りょうせいるい両生
49 。 。

類）

78 にんげんのかお（人間の顔 30 。 。
79 からだ・しんたい（体・身体） 32 。 。
80 ほね、こっかく（骨、骨格） 6 。 。
81 ないぞう（内臓） 13 。 。
82 びょうき（病気） 65 。 。
83 びょういんで、っかうことば（病院で使う言葉） 38 44 。
84 くすり（薬） 20 。 。
85 ぎんこう（銀行） 57 4 。
86 こうぶつ（鉱物） 48 。 。
87 せいざ（正座） 12 。 。
88 こうくうこうつう（航空交通） 43 。 。
89 じどうしゃ（自動車）／くるま（車） 34 。 。
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90 こうつうひょうしき（交通標識） 25 6 。
91 しゅうきょう（宗教） 29 。 。
92 ビジネス 41 。 。
93 ざいりょう（材料） 9 。 。
94 とき（時） 51 。 。
95 ひづけ（日付） 29 。 。
96 い－けいようし（形容詞） 254 。 。
97 な．形容詞 241 。 。
98 ぜんちし（前置詞） 33 。 。
99 ごだんどうし 5段動詞 382 。 。
100 し、ちだんどうし（一段動詞） 180 。 。
101 れいがい（例外動詞） 39 。 。
102 じどうし・たどうし（自動詞・他動詞） 150 。 。
103 ふくし（副詞） 52 。 。
104 かんじよう（感情） 7 。 。
105 こうどう（行動） 18 。
106 おたがいのはたらき（お互いの働き） 11 。 。
107 はかい（破壊） 9 。 。
108 うごき（動き） 27 。 。
109 しょゅう（所有） 9 。 。
110 こえ（声） 7 4 。
111 くち（口） 8 。
112 かんかく（感覚） 8 。 。
113 じようたい・ょうす（状態・様子） 。 14 。
114 じこ・じけん（事故・事件） 16 。 。
115 ぎたいご（擬態語）・ぎおんご（擬音語） 15 。
116 

つうしん（通信）ゅうびんきょく（郵便局）でんわきょく
66 。 。

（電話局）ほうそうきょく（放送局）

117 きもち（気持ち）とかんじよう（感情） 16 。 。
118 どうとくできな（道徳的な）ことがら 11 。 。
119 ものの特徴（とくちょう） 14 2 。
120 ろうどうしゃ（労働者） 8 。 。
121 ほんのいちぶ（本の一部） 12 。 。
122 りょこう（旅行） 32 。 。
123 じょし（助詞） 。 。 53 

124 じゅうにし（十二支） 12 。 。
125 やく lこたつかんじ（役に立つ漢字） 54 。

表 7からわかるように、 125もの章からなり、 4500以上の語を有する『分類別語葉』

はかなり多くの情報がある語葉集である口しかも、「59. 入管で使う言葉Jや「64. 駅と

車内で使う言葉」、「67. ごみ収集日」、「83. 病院で使う言葉」等、ネノ《ールで、の生活から

は想像できないような言葉や緊急を要する際にも使用できるよう、それにまつわる言葉が

収録されており、来日したばかりでも困らないように配慮されていることがわかる。

また、「9. 装飾品・宝石Jや店で洋服を仕立ててもらうことが多いネノぐールならではと
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感じる「10. 裁縫」、食事に多く使われる「15. スパイス」等もあり、ネパール人の生活

や習慣にも配慮が見られる。そのため、例えば来日してからネパールを知らない人にも紹

介できるような作りになっている。

しかし、その一方で「39. スポーツj、「39. 野球」とあるように、野球だけ章がわかれ

ていたり、「94. 時」と「95. 日付」も同じような語が入るようなカテゴリーであるにも

かかわらず章が別立てされている。さらに言えば、「104. 感情Jとあるにもかかわらず、

「117. 気持ちと感情」が章立ててられており、目次を見るだけで問題を多くはらんでいる

であろうことがわかる。

次に実際の内容を読み進めていく上で観察された問題点を挙げてし、く。

4.4. 2. 2 問題点

ここでは、『分類別 語葉』に見られた問題点を挙げてし、く。例の後ろにある（数字）

は掲載されている章を指す。

＜体裁の問題点＞

・1つの語句がページを跨いで掲載されている。

日本語の表記は基本的に漢字表記の上にルビがついているため 2段になって表記されて

いる。ページを跨ぐとルビと漢字表記が別々のページに入ってしまうため、漢字の読みが

分からなくなってしまったり、不パール語訳と英語訳はそれぞれ 1つずつしか書いていな

いため、どちらかに不パール語訳や英語訳が入らなくなってしまい、分かりづらくなって

しまっている。

• 1つの章に太字の語句と細字の語句が混在している。

太字と細字の違いが何を表しているか明記されておらず、その違いがわからない。ただ、

印刷もネノミールで、行っているため、意図せずしてこのようになってしまっている可能性も

あるが、日本の出版物に慣れている人が見ると、違和感を覚える。

その他にも、漢字とひらがなで構成されている語のひらがなの部分にルビを付けている

ものと付けていないものが混在していたり、行の高さや字の大きさにばらつきがある等、

統一性が見られないという問題もある。また、 2つ目に挙げた文字の太さであるが、他に

も印刷所の技術面の問題と思われるものも見られる。ページとページが裁断されていなか

40 



ったり、印刷が斜めになっていて表の全体がページ内に入っておらず、見えない部分がで

きてしまっているページもある。これも全ての本で同じような問題が起きているわけでは

なく、本によって問題が起きているページが異なったり、何も問題がない本があったりす

るため、確認は困難である。

＜掲載語句の問題＞

・漢字に限らず、ルビ、や送り仮名も含め表記に誤りがある。例）「2. 疑問視J（目次）

・漢字語だけでなく、同じ意味のカタカナ語も掲載されている。

例）黄玉（9）とトパーズ、（9)

．カタカナにひらがなのルビが付いている語句とそうでない語句が混在している。

・文の後に句点があるものとないものが混在している。

－略語で掲載されていることがある。例）電信柱（65）と電柱（65、115)

・丁寧度にばらつきが見られる。例）駄菓子屋さん（7）と八百屋（26)

• 1つの章に 2つのカテゴリーの語句が入っている。

例）「23. 和食j の後半に洋食に関する語句

・現在存在しない語句が掲載されている。例）運輸省（61)

以上のように、日本語を学習する上で悪影響となる問題も多く含んでいることがわかっ

た。さらに、この『分類別 語葉』は一般に販売されているわけではなく、著者のへラカ

ジ・シャキャが所属しているネノミール日本語教師会 (JapaneseLanguage Teachers' 

Association Nepal以下、 JALTANとする）に所属している教師に配布されただけとなってい

る。 JALTANとは、ネパールで、日本語能力試験を行ったり、不パールでの日本語普及のた

めに日本の文化を紹介したりしている組織である。加盟するためには教師が日本語能力試

験のN2を持っていなければならない等、様々な条件があるためか、ネノ《ール全土で、無数に

ある日本語教育機関のうち、 2022年 9月 10日現在で 24校しか加盟しておらず、加盟校に

なるのは非常に狭き門である。

ネパール人日本語学習者がこの『分類別 語葉』を使って学習するには、学習者を指導

する教師がまず持っていなければならないわけであるが、 JALTANに加盟することさえ厳

しいため、学習者自身がこの書籍を手にすることはかなりハードルが高いことがわかる。
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4.4. 3 聞き取り調査の結果

この項では、調査協力者の今までの日本語学習教材やそれに対する思い、前項までで特

徴等をまとめた 2種類の教材に対する意見をまとめる。

4.4. 3. 1 ネパールで使用した教材について

3人がネパール国内で、日本語を学習していたのは、 2014年～2015年の間であった。現在、

最も多く教材として採用されているのは、『みんなの日本語初級I 第 2版本冊』だが、

その当時使用した教材も 1人を除いて『みんなの日本語初級I 第 2版本冊』で、あった。

言葉については補助教材である『翻訳・文法解説』等はなく、『みんなの日本語初級I 第2

版 本冊』と板書で学習を進めた。『みんなの日本語』を使用しなかった NPS2は教材を使

用せず、板書をノートに取りながら先生の説明を聞くだ、けの授業で、あったようである口

しかしながら、いずれも授業はネノ《ール語で、行われていたため、特に理解に苦しむよう

なことはないまま来日したと回答している。

4.4. 3. 2 日本で使用した教材について

来日後、日本語学校で在籍していた初級クラスでは 3人とも『みんなの日本語初級I 第

2版 本冊』と併せて『翻訳・文法解説』を使用した。しかし、その『翻訳・文法解説』

にネパール語は発行されていなかったため、『英語版』を使用していた。『みんなの日本語

ネパール語語葉訳』は第 1刷が初級Iは2015年2月であるが、初級IIは2015年9月であるた

め、 3人の初級学習時（2014年～2015年）はまだ発行されておらず、使用することができ

なかったと考えるのが妥当だろう。また、先述した通り、この『みんなの日本語 ネノミー

ル語語葉訳』には語句の意味しか載っておらず、『翻訳・文法解説』の『英語版』や『み

んなの日本語初級 I 第 2版 翻訳・文法解説中国語版』には載っている文法の説明等が

一切ないことも使用しなかった理由の 1っとして考えられる。

「英語版でわからないところはなかったか」と尋ねたところ、「文法の説明はわかった」

(NPSI、2）、「わからないときは先生や友人に開いていた」（NPSI、2、3）、「自習中はス

マートフォンの辞書で調べていた」（NPSI、2、3）といった対処法をとっていたことがわ

かった。また、学習レベルが上がり、日本語能力試験の N3や N2の内容を学習する際にも

文字語葉の学習テキストには中国語訳や英語訳しかなかったが、わからないときには先生
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に「やさしい日本語で教えてもらった」（NPSI）ため理解できたという回答もあった。そ

の一方で、「特に漢字の言葉は英語だと難しくて理解できないこともあったからネパール

語が欲しかった」（NPS2）という意見もあった。

「初級学習時、ネノ《ール語の翻訳が欲しかったか」という質問に対しては、「欲しかっ

た」と 3人ともが回答した口その上で『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』を見せたと

ころ、「私たちが勉強するときも欲しかった、理解しやすかったと思う」（NPSI、2、3）と

感想を述べた口

その一方で、「ネパール語の翻訳があれば、他に問題はないか」と尋ねたところ、「英語

の翻訳も欲しい、日本語と不パール語と英語の 3言語で書いて欲ししリ（NPSI、2、3）と

の回答だったため、その理由を尋ねると、「難しいネパール語は見てもわからない」

(NPS 1）、「漢字の言葉等、抽象的な表現や難しいネパール語は読んで、も理解できなし、から

英語も欲ししリ（NPS2）、「辞書で調べてもネノミール語で、正しく翻訳されない、調べるとき

も英語の意味とネノ《ール語の意味を両方調べて初めて理解することもある」（NPS3）と回

答しており、ネノミール語は欲しいが、ネノミール語だけではまだ理解に苦しむことがあるこ

とが明らかになった。詳細は後述する。

そこで、 3言語で表記されている『分類別 語葉』を見せ、尋ねたところ、「これがあっ

たら勉強しやすかったと思う J(NPSI、2、3）と述べた口それは、「語の種類がたくさんあ

ることJ、「英語だけ、ネノミール語だ、けで、なく 3言語あること」が理由として挙げられた。

4.4. 3. 3 日本語教師の視点

ネパール国内で、は、 2019年ごろからスリーェーネットワークの教材を印刷・販売する会

社ができたようで『みんなの日本語 ネノミール語語葉訳』をネノ《ール国内で、も使用するこ

とが可能になったとし、う（NPTI）。日本国内では『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』

の第 16刷が 2019年に発行されているが、ネノミール国内で、使用されているのが最新のもの

であるかは定かではない。しかしながら、ネパール国内で、使用されている『みんなの日本

語 ネノ《ール語語葉訳』はネノ《ール語の訳に間違いが多すぎてかなり使いづらいという

(NPTI、2）。また、翻訳には「難しいネパール語があるため、学習者には理解が難しく、

改めて説明する必要があることもある」（NPT2）、「文法の説明は英語があれば、それをネ

ノミール語で、説明するのは難しくないし、ネノミール語にはない日本語があるから、英語での

説明も必要である」（NPT2）と述べていた。
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『分類別 語葉』に関しては、「3言語あるからわかりやすしリ（NPT2）という意見があ

る一方で、「語葉集のようで、文法の説明が一切なし、から学習者はこの l冊を持っていても

活用できない、載っているネノミール語が古い」（NPTl）という厳しい意見も開かれたD

4. 5 考察

4. 5. 1 相違点・互換性

ここまで見てきた『みんなの日本語 ネノミール語語藁訳』と『分類別 語葉』にはどれ

くらいの互換性があるのだろうか。以下にまとめる口『みんなの日本語 ネパール語語葉

訳』の語は『みんなの日本語』の中にだけ出てくる固有名詞についてはカウントせず、

般的な語や日本の地名、建造物等の固有名詞のみの割合を出した。

表 8 『みんなの日本語ネパール語語葉訳』に出現する『分類別語葉』の出現割合

（単位：%）

課 割合 課 割合 課 割合 課 割合 5果 割合

l課 54.1 1 1課 57.4 21課 35.3 31課 25.0 41課 43.3 

2課 54.3 12課 66.7 22課 50.0 32課 43.9 42課 32.1 

3課 51.0 13課 54.8 23課 82.6 33課 52.0 43課 64.0 

4課 64.3 14課 60.0 24課 50.0 34課 48.0 44課 52.3 

5~果 77.0 15課 45.5 25課 17.6 35課 34.0 45課 14.3 

6課 62.7 16課 63.8 26課 42.2 36課 32.5 46 言果 31.3 

7課 56.5 17課 62.9 27課 37.2 37課 24.2 47課 35.3 

8課 63.3 18課 40.0 28課 29.6 38課 24.6 48課 36.4 

9課 35.2 19課 61.5 29課 55.8 39課 47.1 49課 8.8 

10課 35.4 20課 50.0 30課 35.4 40課 30.6 50課 6.1 

『みんなの日本語初級I』は日本語能力試験でいうところの NSレベル、『みんなの日本語

初級II』は N4レベルの日本語を学習するための教材であり、『分類別 語葉』は著者によ

ると日本語能力試験の NSから N3の語を収録したとしている。しかし、表 8を見ると、最

高でも 23課の 82.6%であり、多くの課が 50%前後である口全体を平均すると 44.8%とな

り、カバー率はあまり高くないことから、『分類別 語葉』に収録されている語葉のレベ

ル判定が暖昧で、あることがわかる。

次に、『みんなの日本語 ネノtーノレ語語葉訳』と『分類別 語葉』の違いを見てし、く。

一番大きな違いは、動詞の扱い方である。『みんなの日本語 ネパール語語葉訳』は動詞

をIグループ、 IIグループ、 IIIグループ。で、分け、「ます形」で掲載しているが、『分類別 語
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葉』は「99. 5段動詞」、「100. 一段動詞」、「101. 例外動詞」を除くとグループ。名やどん

な活用をする動詞であるかが明記されていないだけでなく、全て「辞書形Jで掲載されて

いる。これでは、日本語教育機関でしっかりと日本語を学習した学生には問題なし、かもし

れないが、あまり学習しないまま来日してしまうと、「辞書形」で誰に対しでも話すしか

なくなってしまう。つまり、『分類別 語葉』の著者が想定している対象者である技能実

習生が来日した後、日本人の上司に使ってしまえば失礼にあたり、叱責される可能性も多

いに考えられる。

4. 5. 2 聞き取り調査から

調査協力者は 3人とも、自分が日本語を学習してきたときにはネパール語訳の付いた教

材を使用することができず、苦労してきたと感じていたと回答している。しかし、英語訳

があればある程度までは理解できることもあるようだ。

また、ネパール人日本語学習者を対象とする教材を作成することを想定した場合、ネパ

ール語だ、けで、は理解に苦しむ部分があることもわかった。 NPSI、2がしきりに言っていた

「難しいネノ《ール語はわからなしリとは、「ネノミール語の書き言葉」を指しているようで、

話し言葉では使わない言葉がたくさん出てくるから、読んでもわからないことを意味して

いた。ネノくールの私立の学校で、は、ネパール語以外の授業で、は学校内で、の会話も含めて英

語で行われているため、ネノ《ール語の書き言葉はほとんど勉強しないということだ、った

(NPS2）。それに対し、公立の学校では、書き言葉については勉強するものの、正しくネ

ノ《ール語に翻訳されないことも多くあるため、やはり理解が難しいということだった

(NPSI、3）。英語は、現在のネパールで、は英語教育が重視されているため、公立学校を卒

業して英語を話すことができなくても読めばわかることもあるようだ。また、公立学校卒

業の NPSI、3と私立学校卒業の NPS2の意見が大きく異なることもなく、「翻訳には英語も

ネパール語も両方欲しい、 3言語で書いて欲ししリという意見であったことから、英語も

しくはネノ《ール語だけで、はネノミール人日本語学習者にとって、理解できる語や表現を狭め

てしまうだけのような印象を受けた。

また、日本語教師からは指導する際の苦労も聞かれ、「ネパール語で、は説明できない日

本語」や学習者が読んだだけでは理解できない「難しいネパール語」、「難しい英語」を改

めて説明する必要性を訴えた。つまり、『みんなの日本語 ネノ《ール語語葉訳』や『分類

別 語葉』を学習者だけでは活用できないということである。
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4. 6 まとめ

本章では、ネノ《ール人日本語学習者が学習するための教材として『みんなの日本語 ネ

ノミール語語葉訳』と『分類別 語葉』を観察した上で、ネパール人日本語教師とネパール

人日本語学習者へのインタビ、ュー調査を行うことによって、ネノ《ール人日本語学習者が日

本語を学習する教材に求める事柄を明らかにした。ネパール人日本語学習者は増加してい

るにもかかわらず、教材が追いついておらず、学習環境が整っていないことを再認識する

結果となった。

これを解決するためには、

(I）ネノミール国内で、使用されている『みんなの日本語 ネノミール語語葉訳』のネノミール

語訳の誤りを正す。

(2）既にネパールにある『分類別 語葉』の誤りを正し、必要な語句を選定・追加して

整備した上で、教師だけでなく、学習者も使用できるようにする。

(3）既刊の教材に英語訳だけでなく、不パール語訳をつけた上で干lj行するO

以上の 3点が考えられる。

現実的で、かっ早急に取り組めるのは（2）であるが、それにはまず今後掲載する語句

を選定することが必要である。『分類別 語葉』に掲載されている語句のうち、来日して

から日本語の会話をする上で聞いたり話したりする可能性の高い語句を選定したり、必要

な語句を追加することによって初級学習者でも使い勝手のよい語葉集にする必要がある。

また、ネノ《ール語そのものの語葉の構成状況についても知る必要があると感じた。筆者

は東京外国語大学のオープンアカデミーで、のネノ《ール語の講座を含めて 5年、ネノ《ール語

を学習したが、今後も引き続きネパール語そのものの研究も必要であると了解している。
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第 5章 ネパール語の史的音韻論

5. 1 はじめに

ネパール人日本語学習者はどのような学習者なのか。 3章では、来日前にネパールで、受

けた教育や日本語教育からその背景をまとめ、特徴を明らかにした。 4章では、その日本

語の学習に用いた教材について、従来の教材の不足点を挙げ、ネノミール人日本語学習者の

教材に対する要望からその特徴をまとめた。

次に、ネパール人日本語学習者が持つ言語的な特徴を明らかにしていきたい。ネパール

人日本語学習者が話す不パール語とはどんな言語なのか。ネノミール人教師・日本語学習者

に行ったインタビ、ュー調査では、ネノミール人日本語学習者が日本語を学習する際に簡単に

感じることでは、「ひらがな・カタカナ」という回答が得られた。その理由は「ひらがな

とカタカナはネパール語と同じだから」ということだ、ったが、それはどういうことなのだ

ろうか。使用する文字が全く異なることは容易に想像がつくが、では何が同じなのだろう

か。まずネノ《ール語がどのような言語なのか探り、そこからネパール語と日本語の類似点

を明らかにしていく。

5. 2 ネパール語について（1)：系統・文字・語藁

ネパール語がネパールで、話されているのはもちろん、国外の地域でも話されている。ネ

ノミール語が話されている地域は、石井（1986）によると、「ブータン中南部やインドの北

東部のシッキム、アッサム等で広く用いられ、共通語の地位を占めているJ(P.i）と述べら

れている。それに対して、不パールで、の不パール語の位置づ、けは憲法では「国語Jと制定

されている。その一方で、民族の言語を母語に持つ人々にとっては、「共通語」として使

用されている。ネパール語を母語にしている割合は、文献によって異なるが、だいたいネ

ノミール国内の人口の半数程度とされている。

また、ネパール人日本語学習者へのインタビ、ュー調査から、ほかの民族の言語について

文字表記を理解している人はほぼおらず、会話でしか用いられないことがわかった。それ

に対し、ネノ《ール語は学校教育にも用いられていることから、学校教育を受けている人は

会話だけでなく、文字表記や読解もできることがわかっている。日本に留学してくる人は

ネパールの 12年の学校課程を修了していることから、ネパール語は全員がで、きると考えら

れる。そのネパール語について、ここでは掘り下げてみてしえ。
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5. 2. 1 ネパール語の系統

石井（1998）によると、ネノミール語は「印欧（インド・ヨーロツノ《）語族のインド・ア

ーリア語派のパハール諸語の東部ノ《ノ＼ール語群に分類される。ネパール語は、すぐ西隣り

のインドのウッタル・プラデーシュ州北東部のクマーウン語、ガルワール語（中部パハー

ル語群）と最も近い関係にあり、ヒンディ一語やべンガル語とも同じ語派に属する。パハ

ール諸語のまとまりや系統については諸説あり、さらに検討を要する」と述べている口諸

説あるとあるが、本稿では、ネノ《ール語はインド・ヨーロッパ語族のインド・アーリア語

派のパハール諸語の東部ノ《ノ＼ール語群に分類されるとする口

5. 2. 2 ネパール語の文字

ネパール語はデ、ーヴァナーガリ一文字を用いて表記される。文字の名称は文献によって

表記が異なるが、本稿は石井（1986）に倣ってデーヴァナーガリ一文字に統一する口石井

(1986）によると、これはヒンディ一語とサンスクリット語と同じ文字である。その一方

で、石井（1998）によると、「単語を分かち書きする点はサンスクリット語と異なり、ヒ

ンディ一語に似るが、後者と異なり、後置詞はその前にくる単語に続けて書く方式がとら

れている」と述べている。つまり、サンスクリット語とヒンディ一語と文字表記は同じで

あるものの、文の書き方は3言語で異なるということである。

5. 2. 3 ネパール語とヒンディ一語の関係性

上記では、ネパール語とヒンディ一語が同じ語派に属しているとされている。ネパール

語とヒンディ一語で用いている文字も同じデーヴァナーガリ一文字である。さらに、ネノ《

ール人日本語学習者のほとんどがヒンディ一語ができるとインタビュー調査で回答してい

るが、では、ネノ《ール語とヒンディ一語は酷似した言語と考えてよいのだろうか。もし、

両言語が酷似しているのであれば、日本語教師は文献の少ないネパール語よりもヒンディ

一語の文献を参考にした方がネノ《ール人日本語学習者のための指導が可能になるのではな

いかと考えられる。

5. 2. 3. 1 ネパール語の語藁

石井（1998）では、「14世紀以降には、ネノ《ール山地部へ北インドのヒンドゥー教徒の

流入もあり、ネノミール語はその影響も及んでいる（中略）ネパール語はネノ《ール王国のも
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とで行政や法手続きに用いられる言葉としても広まり、また標準化や辞書編纂の努力もな

されてきた」としている。つまり、ネノ《ール語は文字こそサンスクリット語やヒンディ一

語と同様にデーヴァナーガリ一文字を使用しているものの、実際のことばはそれぞれと異

なり、ネノ《ールの言語として存在していることがわかる。さらに、語葉は様々な言語から

の借用語も持つ。石井（1998）では、「不パール語はサンスクリット語との関係を持つた

め、固有のネノミール語の単語と借用語のほか、サンスクリット語の単語そのまま、あるい

は時代を経て形は変わってもサンスクリット起源とわかる単語を、その語葉の中に多数持

っている。新しい物や制度がサンスクリット語の単語（の組み合わせ）で呼ばれることも

あり、また、借用語にはペルシア語、アラビア語起源のものも見られる口このような特徴

は北インドの言葉と共通するが、西アジア起源の言葉の借用の度合いはヒンディ一語より

低い。英語からの借用は re<;liyo「ラジオ」、 bas「パス」をはじめ多く、中には iskus「かぼ

ちゃの一種、 squash」のように一見借用語とは分からない形に変わっているものもある。」

と述べられており、ネノ《ール語の語には、ネパール語起源の語た、けでなく、サンスクリッ

ト語起源のものや英語を起源としているもの、さらに他の言語を起源としたものがあるこ

とがわかる口

5.2. 3.2 ヒンディ一語との違い

それに対して、町田（1998）によると、ヒンディ一語を「言語系統的にみると、イン

ド・ヨーロッパ語族のインド語派に属する」としている。また、語葉については、「現代

ヒンディ一語の語葉は、語源が不明なものを除くと、インド語派の一貫した歴史的音韻変

化を受けて今日の形態にいたった語葉と、借用語の 2つに大きく分けられる。借用語の供

給源は、サンスクリット語、他のインド語派諸語、 ドラヴィダ諸語、ペルシア語、 トルコ

語、アラビア語、ホ。ルトガル語、英語など多岐にわたっている。」と述べている。

表記の方法についても、先述した通り文の基本的な書き方はネノ《ール語とサンスクリッ

ト語と似ているものの、細かく見れば、やはりそれらとは異なるということである。

また、夜久（1976、1987）では、日本語と不パール語との例文を挙げ、似ていることを

確認しているが、そこには併せてヒンディ一語やほかの言語も挙げられており、日本語と

の比較に用いられている。以下には、夜久（1976）の例文を引用するD 原文にある通り、

ネパール語とヒンディ一語はカタカナで書くことにする。また、下線と数字についても原

文のままである。例文にある同じ数字の語は同じ意味を指している。
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(I) 日本語 私 1 !!2_2 金且3 i主4 ♀♀5 三主主＿6

ネパール語三J::.._1 (2) 土ム3(4) ♀♀5 卒 6

ヒンディ一語メラ 1(2) ナム 3(4) OOs へ6

(2) 日本語 あれ 1 は2 誰 3 です 4 か0 5 

ネパール語ウ l コ3 ホ4

ヒンディ一語アープ l コーン 3 ヘーン 4

(3) 日本語 生主1 之2 _l_3 なかった 4

人 5 には 6 お金 7 を 8 あげ 9 ない。 10

ネパール語カヒン l ナ 4 ガレコ 3

マンチエ 5ライ 6 パイサ 7 ナ 10 ディネ 9

ヒンディ一語ジス主主ことl 土ζ乙4 主主二3

ウスコ 5 パイサー7 ナヒン 10 データ ~9

3つの例を挙げた。文法的な語順についてはここで説明を割愛するが、ネノ《ール語とヒ

ンディ一語では、同じ意味の語でも似ている語もあるが、まったく異なる語の方が多いこ

ともわかる。（2）に関しては一つも同じ語ではない口似ている語についてはサンスクリッ

ト語からの借用語であったり、活用によって変化が生じたと考えてもよいのではないだろ

うか。

つまり、ネパール語とヒンディ一語は同じ系統の同じ語派に属し、語葉についてはどち

らもサンスクリット語からの借用語があるものの互いに影響を受けている様子は見られず、

酷似しているとは言いがたい。したがって、ネノ《ール語はネノ《ール語として考えなければ

ならないことがわかった。

5. 3 ネパール語について（2）：文字と音

次に、ネパール語の文字とその発音について、石井（1986）と野津（2006）を参考にし

て以下にまとめる。

50 



表 9 ネノミール語の母音字

I :: I : I : I ~ I ~ I : I : I : I : I ~ I : I : I 

表 9にある 11文字は全てネパール語で、使用されている母音字である。その下にはそれぞ

れの文字の音素を示している。この文字の配列はほぼ辞書の配列にも合致するものである

が、「有（ri)」は伝統的な配列では「京」の後に置かれることになっている。さらに、石井

(1986）によると、「伝統的には母音字の中で「3干 （~）、写 (i）、 玄（u）」が短音、他は長音

をあらわすとされているD ネノミール語においてもこれは詩学などでは未だに意味をもった

ものとされているが、日常語においては、そのような長短の区別は明確に割り切れるもの

ではなくなっている」（P.12）と述べられている。たしかに、「3干」と「沼TJ は音素も異な

ることから、聞き分けることができる。しかしながら、「亨」と「さ」、「玄」と「3¥"」は音素

も同じであることから、聞き分けることはかなり難しいと考えられる。石井（1986）でも

「し、わゆる短い亨 (i）玄（u）でも単語によっては長く発音される場合もあるなど、実際の

発音上の長短を単純な規則であらわすことは難ししリ（P.12）と述べられている。つまり、

表記上母音の長短は存在するものの、文字の長短と実際に発音する際の母音の長短が一致

していないということになる口

では、日本語はネパール語と同じように母音の長短を区別する言語であるが、母音の長

短を聞き分けることはできるのだろうか。日本語学習者にとって、母音の長短の聞き分け

は難しいと一般的に考えられているが、もし、ネパール人日本語学習者が得意なのであれ

ば、ネノミール語がブロラスの影響になっていると考えられる。

次に、子音を見てし、く。
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表 IO ネパール語の子音字

文字 布 苛 可 可 s= 

音素 ka kfia ga gfia l]a 

文字 可 E玄 苛 事 苛

音素 ca cfia ja jfia na 

文字 さ 百 吉 志 ur 

音素 ta tfia c;la c;lfia na 

文字 c=r 訂 ~ 町 苛

音素 ta t白3 da dfia na 

文字 可 E胃 可 釘 珂

音素 pa pfia ba bfia ロ1a

文字 可 マ E可 可

音素 ya rfia la wa ba 

文字 宅T 可 事 ~ 

音素 sa sa sa ha 

表 IOは子音字を並べたものである。これも表 9と同様、配列はほぼ辞書の配列（左から

右、上から下の順）に合致するもの（石井（1986) ;P.10）である。石井（1986）によると、

「この表はサンスクリットの伝統にのっとったもので大変論理的にできている。 J (P.10) 

という。野津（2006）もこの「子音字の配列は規則的で、音声学的に見ても理にかなった

配置」（P.11）になっていると述べている。

なぜそのように言われるかというと、 l段目から 5段目までは各段が同じ調音点・調音法

でまとめられているだけでなく、右から順に無声音・無気音、無声音・有気音、有声音・

無気音、有声音・無気音、鼻子音の順になっている。 6段目と 7段目は各段の調音点は異な

るが、同じあるいは似た調音法でまとめられているためである。

表 IOからもわかるように、日本語は、例えば「か」と「がj のように無声音・有声音の

対立しかないが、ネパール語はそれに加えて、無気音・有気音の対立もあるということに

なる。例えば、世界で最も日本語学習者が多いのは中国であるが、中国の北方方言が母語

である日本語学習者であれば、母語に無声音・有声音の対立はなく、日本語にはない無気
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音・有気音のみの対立である。そのため、無声音・有声音の聞き分けが難しいと指摘され

ることもあるが、ネノミール人日本語学習者はその点で母語が有利に働くと考えられる。

さらに、石井（1986）には、「これは日本語の五十音表にも影響を及ぼしている」（P.10)

とある。表 10の子音のみで見ていくと、「可」（ca）は「さ」への読み替えが必要になるが、

「かさ（た）たなぱまやら（ら）わ」と読んでいくことができるのである。

母音についても表 9にあるが、そのうち二重母音を除けば「あ（あ）いいううえお」と

読むことができ、日本語の五十音図の通りに読んでいくことが可能である。これは偶然な

のだろうか。日本語の五十音図の成り立ちを見ていくことにする。

5.4 五十音図について

ネパール語の母音と子音の配列が日本語の五十音図に非常によく似ていることを確認し

た。ここからどのように日本語の五十音図ができたのか、見ていくことにする。

5.4. 1 五十音図とは

五十音図とは、国語学大辞典によると「縦に五字ずつ横に十字ずつ、計五十字の仮名を

収めた表」とされている。さらに、「仮名は音節文字であり、一応仮名の種類がここに網

羅されているので、この図は日本語の音節体系を示すものと見られがちであるが、（中略）

普通の形式のままでは今日の音節体系を見るに不十分で、過去のある時代の音韻知識から、

仮名を整理し、配列した一種の字母表と見るべきである」とまとめている。

また、沖森ほか（2006）によると、五十音図は「日本語の音節を列挙したもので、横に

同じ母音を持った音節を並べ、縦に同じ（又は類似の）子音を持った音節を置いて組み合

わせた図表である。（中略）現代では仮名の練習といった初等教育の場や国語辞典の語の

配列、また動詞の活用表などに応用される。その成立は 10～11世紀頃とされ、作者は寺院

の学僧らの手によると見られるJと述べられている。

ここから、五十音図は「過去のある時代の音韻知識から、横に同じ母音を持った音節を

並べ、縦に同じ子音を持った音節を置くというように仮名を整理し、配列したもの」だと

言える 0 10～11世紀ごろに寺院の学僧らの手によって成立したと見られているが、詳細は

述べられていなし、。そこで、次に五十音図の成立を見ていくことにする。
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5.4. 2 山田（1938)5の場合

五十音図について、発生からの歴史をまとめている。そこで結論として、「悉曇章によ

ってこの音図を整理した結果とも、国語によって悉曇章を統制した結果ともいえるが、今

日の音図は悉曇章によって統制したからこそ今日のような形になった」と述べている。さ

らに、「悉曇学者が伝えようとしたものが、契沖によって国語学界に伝わったことによっ

て、今の形式の音図が国語学界に確立するようになった」とまとめられている。

つまり、元々は悉曇を学習するためのものであったが、当時の日本語によって悉曇章を

統制するのか、悉曇章によって日本語を統制するのかは定かではないが、その結果、現在

の五十音図ができたとしている。さらに、これが現在の国語教育で使われるようになった

のは、契沖によるものだということである。

5.4. 3 馬淵（1993）の場合

馬淵（1993）によると、「『五十音図』の成立を見ると、その起源は 2つあり、そのうち

Iつは悉曇で、あった」と述べられている口「悉曇とは、インドから中国を経て日本に伝わっ

たサンスクリットすなわち党語についての学問のことJ(P.44）であるが、悉曇ともう一方

のどちらが起源だとしても、「外国語音を日本語の音韻体系内で処理しようとしたところ

に発生したということなのだろう」と述べている。つまり、悉曇が起源であったとしたら、

党語の音韻をまとめであったものに、日本語のかなを当てはめて党語を習得しようとする

過程があり、その際にできたものが五十音図であるということになる。

馬測（1993）では山田（1938）と異なり、悉曇が起源でない可能性も示唆されているが、

悉曇が起源であった場合には、やはり山田（1938）のような成り立ちが考えられるという

ことである。

5. 5 まとめ

ここまで見てきたように、現在の日本語の五十音図は悉曇が起源である可能性が大いに

考えられる。悉、曇は先述した通り、サンスクリットについての学問のことである。ネノ《ー

ル語の文字の配列もサンスクリットの伝統的な配列であることから文字の配列が似通って

いても不思議ではない。これがネノミール人日本語学習者に「ひらがな・カタカナとネノ《ー

5初版は 1938年刊である。本稿では 1980年刊の復刻第二刷を引用した。
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ル語は同じJと言われる理由である。

現在は、五十音についての新しい研究はほとんど見られず、この研究が日本語学だけに

限定され、対照言語学的発展性があるとは考えられていない、ということがうかがわれる。

しかし、デーヴァナーガリ一文字が関わる言語を母語とする日本語学習者については、正

負の干渉があるのではなし、かという視点からの考察も有益ではなし、かということも、

で提案する価値があると思われる。

日本語学習はひらがな・カタカナが学習のスタートになるが、日本語学習者にとってそ

れが易しいと捉えられているということは、学習の取っ掛かりが易しいということになり、

日本語学習への心的ノ＼一ドルが低くなると考えられる。

その一方で、ネパール語と日本語で異なる部分があることも明らかになった口それは母

音の長短に対する表記と実際の発音の差である。ネノ《ール人日本語学習者はどのように聞

き、どのように話しているのだろうか。次章からは実際の日本語の音声の知覚と生成につ

いて見ていくことにする。
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第 6章調査3：知覚実験

6. 1 はじめに

前章で述べたように、ネノ《ール語では母音の長短について表記と実際の発音が異なると

いう問題がある口ネパール語の母音字は全部で、 11種類ある。そのうち単母音の母音字は 8

つとなる口

五（／a／）、 3IT（／が）、亨 （／ii）、さ （／ii）、玄（／u／）、京（／u／）、マ（危／）、浦（／o/)

この母音字は、伝統的に五（／a／）、亨 （／ii）、玄（／u／）が短音、他は長音を表すとされている

が、現代ネパール語で、は長短の区別はされなくなってきている。さらに、短音とされてい

る母音字でも単語によっては長く発音されることもあるということから、「表記は異なる

が発音は同じ」現象や「表記されている通りに発音しなしリ現象が起きていると言える口

日本語は母音の長短の区別をする言語であるが、一般的に日本語学習者の習得は困難と

されている口上記のような言語を持つネパール人日本語学習者にとって日本語の母音の長

短の習得はどのようになっているのだろうか。

同じような現象は子音＋半母音な／にも見られる口例えば、司苛 （陛刻a）は「ζヱーズ」

と劫音のように発音するが、司芋汗（立呈sta）は「二三スタ」と直音として発音している。つ

まり、子音十半母音。／が口蓋化する場合もしない場合もあるということである。日本語で

子音＋半母音な／は劫音に当たるD 以上のようにネノミール人日本語学習者が日本語を話して

いるのを聞いた際、劫音が正しく発音できていなかったことがあることから、日本語の母

音の長短と劫音について特徴を明らかにしようと考えるに至った。調査には母音の長短と

劫音だけでなく、一般的に日本語学習者に習得が困難だと考えられている促音も追加する。

一方で、同じ特殊拍ではあるものの援音に関しては今まで特に問題を感じてこなかったた

め、今回の調査には含めないことにする。

6. 2 特殊拍に関する研究

ネパール人日本語学習者の日本語習得に関する研究は管見の限りないが、他の言語を母

語に持つ日本語学習者の研究は既に行われている。以下に日本語の特殊拍の知覚や生成に

関する研究を挙げる。

本橋ほか（2015）では、英語を母語とする日本語の初級学習者を対象にして、表記に見

られる誤りの実態について、音韻条件を変えた無意味語と比較することによって、知覚と

の関連を研究した。そこから、初級学習者は聞こえた通りに覚え、書いていると結論づけ
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ている。

また、小熊（2002）では、韓国語・英語・中国語を母語とする初級から超級の日本語学

習者を対象に自然発話に見られる日本語のリズムの習得についてまとめているが、長音と

促音が日本語の発話リズムで習得が最も難しいと推察している。さらに、本橋（2013）で

は、「特殊拍について数多くの研究があるが、知覚と生成の関係を同一被験者から取った

ものは少ない。しかし、同一被験者から取ることによって、誤用の深い精査が可能になる」

(P.104）と述べている。

このように、特殊拍の知覚や生成に限ってみても、他の母語話者の研究が進められてい

るのに対し、ネノミール人日本語学習者に関する研究は管見の限りなく、これから必要な領

域だといえる。

また、先行研究にある通り、日本語学習者にとって特殊拍は知覚と生成のいずれにも困

難が伴うとされているが、ネノミール人日本語学習者の母語であるネノ《ール語の少なくとも

表記には、日本語の長音と劫音に値するものがそれぞれ存在する。それがどのようにネノ《

ール人日本語学習者にとって日本語の知覚に正の干渉となっているだろうか。

6. 3 調査方法

6. 3. 1 調査協力者

本研究の調査協力者は以下の通りである。

・日本在住のネパール人日本語学習者（以下、在日ネノミール人）

来日後、日本国内の日本語学校で 1年 3か月以上学習した経験を持つ者、 66名

・ネパール在住のネノミール人日本語学習者（以下、在ネパールネパール人）

ネパール国内で、留学準備のため、日本語教育機関にて日本語を学習している者、 100名

在日ネノ《ール人は、日本国内の日本語学校での学習経験が 1年 3か月以上あれば、来日

年数、調査時の所属は問わないこととした。また、ネノ《ールは多民族国家で、あり、それぞ

れの民族で異なる言語を持つ。ネノミール国内においてネノミール語は公用語と位置づけられ

ているが、調査協力者の母語は問わないこととした。それは、苗字から民族を判断するこ

とはできても、現在のネパールにおいて、個人の使用言語の判断は個別性が伴い、難しい

状況であるためである。その代わり、事前インタビューでは、言語背景や各言語の学習歴
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等について確認をしている。家族内や同じ民族の友人間で、の会話をネパール語以外で、行っ

ている調査対象者を以下に挙げるが、中にはネパール語の方が使用頻度が高い場合もある。

調査協力者の内訳は、在日ネノ《ール人 66名のうち、ネノ《ール語母語話者 44名、ネワー

ル語使用可能調査協力者 4名、タマン語使用可能調査協力者 3名、ライ語使用可能調査使

用協力者 1名、不明 14名である。在ネパールネパール人 100名のうち、ネノ《ール語母語話

者 82名、ネワール語使用可能調査協力者 7名、タマン語使用可能調査協力者 4名、シェル

パ語使用可能調査協力者 2名、フツ語使用可能調査協力者 1名、グルン語使用可能調査協

力者 1名、スンワル語使用可能調査協力者 l名、不明 2名である。しかし、一様にネノ《ー

ル語母語話者との間に正答率の差が見られないため、ネノミール語を母語とするネパール人

日本語学習者と同様に結果を分析する。

6. 3. 2 調査方法

本研究では、「話す」「聞く j が得意だと感じられることが多いネノミール人日本語学習者

は、母語において表記と発音にずれがある母音の長短や子音十半母音。／（日本語の長音と

劫音に値する）について、また、日本語学習者にとって習得が難しいと考えられている長

音と促音について、どのように知覚しているのかを明らかにするために以下の実験を行っ

た。

調査は調査者と調査協力者の l対 lの対面により行った。流れは以下の通りである。

(I）インタビュー（言語背景や使用言語、今までの学歴や日本語学習歴等について）

(2）日本語の長音・促音・劫音を含んだ刺激語の知覚実験

(3）日本語の長音・促音・劫音を含んだ刺激語の生成実験

このうち、本章では（2）の知覚実験についてまとめる。（3）は 7章でまとめる。知覚実

験で用いた長音・促音・劫音の刺激語とは、長音・促音・劫音のうちどれかを持つ語と持

たない語がミニマルペアになるように抽出した有意味語である。この刺激語が 1文につき

lつ入るようにした。調査で使用する文は、ミニマルペアになっている 27語とミニマルペ

アになっていないダミー6語を含んだ 33文である。刺激語と刺激語を含む文は以下の通り

である。それぞれの文の後ろにある（ ）内の語は調査協力者が解答すべき正答である。
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表 11 知覚実験に用いた刺激語を含む文

・あそこに （ ）がいます。（おばあさん／おばさん）

－あそこに （ ）があります。（チーズ／地図）

－昨日まで （ ）でした。（良好／旅行）

－彼と、 （ ）に一度でいし、から ヒマラヤが見たいです。（一生／一緒）

・あの （ ）を 見てください。（カード／角）

－昨日は どこに （ ）の？（行った／いた）

・隣の （ ） うるさくない？（夫／音）

－次に （ ）の問題を考えましょう。（かっこ／過去）

・どちらの （ ）ですか。（作家／坂）

－すみません。（ ）ください。（切手／着て／聞いて）

・新しく （ ）が できました。（病院／美容院）

－あなたが （ ）です。（勝者／使用者）

－彼は （ ）ずっと 寝ていた。（十時間／自由時間）

－校長先生の話を聞いたあとで （ ）する。（拍手）

・今日、友達と うちで （ ）をする口（宿題）

・いつもどんな （ ）を 読んでいますか。（雑誌）

・東京タワーの（ ）を撮った。（写真）

・この問題は難しくて、（ ）わからない。（全然）

・今の（ ）は情報化が進んでいる。（社会）

刺激語を含む文は表 11のように初級学習者である在ネパールネパール人にもわかりやす

くなるよう、『みんなの日本語 初級I 本冊』に倣って分かち書きにしている。また、漢

字には全てひらがなで、ルビ、を振っている。

刺激語を含む文は、事前に東京都出身の東京方言話者である、プロのナレーターの女性

に読み上げてもらい、録音した。調査協力者には録音した文を 1文につき 2回ずつ聞き、

刺激語の部分のみを書き取ってもらった。音声は、調査協力者が 1つの問題の答えを書き

終わってから、次の問題を流すようにした。問題の順序による正答率の偏りを避けるため、

刺激語を含む文はランダムに並び替えている。

6.4 結果

知覚実験の結果を以下にまとめる。縦軸は正答者数、横軸は刺激語を示す。横軸の右側

の 6つ「拍手」、「宿題J、「雑誌」、「写真」、「全然」、「社会」は本研究ではダミーとして扱

っているため、ミニマルベアになっていない。
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図 5

これは、在日ネパー図 5を見ると、在日ネパール人の方が正答率は概ね高いといえる。

日本語母語ノレ人日本語学習者の学習歴の長さや来日歴が l年 3か月以上であることから、

話者の音声を聞く機会に恵まれていることが強く影響しているのではなし、かと考えられる。

本冊』で学習する初級I「一緒」は『みんなの日本語「旅行Jや「し、た」、その一方で、

語であるが、問題によっては必ずしも在日ネパール人の正答率が高いとは言い切れない。

日本にいることによって日本語母語話者の音声これらの結果から、既習の語であっても、

それが必ずしも正答率の高さに結び付くとは言い切れないを聞く機会に恵まれていても、

ケースもあると考えられる。

本研究の知覚実験は、聞いた刺激語を書き取る実験であるが、今回は着目している点

が知覚できていると（長音 ・促音 ・劫音及びそれを含んでいない語はそれに当たる部分）

これによる問題は、促音を知覚して、判断できれば、完答でなくても正答としている。

と答えてしまっても促音が知覚でと答えるべきところを「サッカーJ「さっか（作家）」

また、調査時に事前の指示として「解答は正答となってしまう点である。きているため、

と答えなければならない問題「じゅうじかん」と伝えているが、ひらがなかカタカナで」

では、「10」と解答してしまっている場合も見られた。に、数字を使用して「10じかん」

劫音を知覚できているかどうかは判断できず、誤答と見なさざるを得なかった。在日ネパ

ール人 ・在ネパールネパール人を各52名調査した時点で、在日ネパール人は半数の26名、

それ以降は数字で書いていた場合、 －＿§＿止めて、
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在ネノミールネパール人は 3名いたため、

ひらがなに直すよう指示をした。



さらに、この解答の判断は筆者のみで、行っているため、特に劫音については解答した字

の大きさにばらつきがあり、劫音であるかどうかの判断がつきにくく、調査協力者の意向

に沿っていない場合がある。

6. 5 考察

以上の結果から、書き取り形式の調査について考察をまとめる口在ネノ《ールネノ《ール人

の正答率が在日ネノ《ール人を上回ることもあることから、在日ネノ《ール人の方が正答率が

高いとは言い切れず、学習歴の長さや第二言語環境での学習や生活が知覚の向上に影響す

るとは必ずしも言いがたい。また、「作家Jを「サッカー」としたり、「自由時間」を「IO

じかんJとしていることから、自分の知っている言葉に置き換えて解答している可能性も

あり、必ずしも知覚した通りに解答できていない場合があるといえる。いずれも在日ネパ

ール人の方にその傾向が見られ、学習歴が長くなるにつれ、聞こえた語と学習者自身の知

っている語が一致しているという思い込みで、解答を行っている可能性が考えられる。

6. 5. 1 着目する点ごとの考察

長音・促音.t幼音の着目する点ごとに正答数を表にまとめる。以下の表は、長音・促

音・劫音がそれぞれミニマルペアになっているもののみを対象としているため、ダミー6

語は含んでいなし、。

表 12 在日ネパール人正答数

あり なし

長音 241 191 

促音 250 231 

助音 146 45 

表 13 在ネパールネパール人正答数

あり なし

長音 236 301 

促音 324 289 

十幼音 219 49 
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表 14 着目する点を含む語の居住地ごとの正答数

在日 在ネパール

長音 241 236 

促音 250 324 

劫音 146 219 

表 15 着目する点を含まない語の居住地ごとの正答数

在日 在ネパール

長音 191 301 

促音 231 289 

劫音 45 49 

この表 12・表 13・表 14・表 15について、それぞれカイ二乗検定6を行った。その結果を

以下に述べる。

表 12は在日ネパール人の正答をそれぞ、れの着目する点の有無ごとにカウントしたもので

ある。これについて、 5%の有意水準で有意差が認められた（ χ2 (2) =34.589 p<.05）。全

体を通して、それぞれ着目する点が含まれている語の方が、ょくできていることがわかる。

表 13は在ネノ《ールネノ《ール人の正答をそれぞ、れの着目する点の有無ごとにカウントした

ものである。これについては、 5%の有意水準で有意差が認められた（ χ2 (2) =104.902 

p<.05）。表 13は、長音を見ると、長音ありよりも長音なしの方が正答数が多いため、全体

を通してそれぞれの着目する点が含まれている語の方が正答率が高いとはいえない。長音

ありと長音なしでは、長音ありは有意に少なく長音なしは有意に多いとしづ結果も出てお

り、長音ありよりも長音なしの方が知覚しやすいといえる。

また、在日ネノ《ール人も在ネパールネパール人も劫音ありが有意に多く、劫音なしが有

意に少ないという結果が出ており、劫音ありの方がよくできているといえる。さらに、促

音についても、その有無にかかわらずよくできており、この長音・促音・劫音の中では促

音が最も聞けるということがわかる。

表 14は着目する点を含む語について在日ネノ《ール人・在ネパールネノ《ール人ごとに正答

をカウントしたものであるD これについて、 5%の有意水準で有意差が認められた（χ2 (2) 

6カイ二乗検定は js-STARを用いて行った。

(https ://www.kisnet.or.jp/nappa/so白ware/star／仕eq/chisq_ixj.htm)
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=10.053 p<.05) 0 長音について見ると、在日ネノミール人の結果は在ネパールネパール人が有

意に少ないのに対し、有意に高く、長音の知覚は来日後に向上するといえる口また、促音

については、在日ネパール人も在ネノミールネノ《ール人も正答数が少なくないことから、や

はり知覚が苦手ではないことがわかる。

表 15は着目する点を含まない語について在日ネノミール人・在ネパールネノ《ール人ごとに

正答をカウントしたものである。これについて、有意差は認められなかった。つまり、着

目する点を含まない語については、在日ネノ《ール人と在ネパーノレネノtーノレ人の正答数に差

がないということである。

それぞれの着目する点が含まれていない語はミニマルペアになってはいるものの、特殊

拍や劫音を含んでいないことから、他の語と同じように考えられる。日本語学習者にとっ

て、特殊拍は知覚が難しいと一般的に言われてきたが、ネノ《ール人日本語学習者の場合、

必ずしもそうとはいえない状況が見えてきた。

6. 5. 2 正答率による正答・誤答の傾向

次に、ネパール人日本語学習者が記入した解答の特徴を詳細に明らかにするために、正

答率による正答・誤答の傾向を見てし、く。まず、正答率の上位 10番目までと同じ正答率で

あった調査協力者（以下、上位群とする）の誤答を在日ネパール人、在ネノミールネノミール

人でそれぞれ見てし、く。これによって、正答率上位群であっても、知覚が困難な語が明ら

かになる。

6. 5. 2. 1 上位群の場合

在日ネノ《ール人の上位群として挙げられるのは以下の 16名である。
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表 16 在日ネノ《ール人正答率上位群

位順
調査協力者 正答率

位順
調査協力者 正答率

(No.) （%） (No.) （%） 

24 90.9 7 25 75.8 

2 44 87.9 7 28 75.8 

2 52 87.9 7 33 75.8 

2 55 87.9 7 37 75.8 

5 43 81.8 7 45 75.8 

6 16 78.8 7 54 75.8 

6 63 78.8 7 56 75.8 

7 9 75.8 7 57 75.8 

在日ネパール人の上位群の誤答者数を刺激語ごとに以下の表にまとめる。

表 17 各刺激語の誤答者数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

（人） （人） （人） （人）

おばあさん 6 行った 。病院 。拍手 2 

おばさん いた 6 美容院 7 宿題

チーズ 8 夫 2 勝者 雑誌

地図 二主日乙 使用者 3 写真 。
良好 3 カ瓦っこ 。十時間 全然 。
旅行 11 過去 自由時間 10 社会 。
一生 3 作家

一緒 12 坂 3 

カード 切手 4 

角 8 着て

聞いて

在日ネノ《ール人上位群の誤答者が最も多いのは 16人中 12人が誤答で、あった「一緒」で

ある。次に多いのが、 11名が誤った「旅行Jである。「一緒」への解答には多くが「一生J、

「旅行」への解答にはほとんどが「良好」と他方の解答をしていることが誤答となった原

因である。どちらも長音がないところに長音を挿入してしまっている。やはり、ネノミール

人日本語学習者にとって長音の知覚は難しいことが推察される。

さらに、表 17から見える在日ネノミール人の特徴を 2点挙げる。 l点目は促音の有無に着

目している語の誤答者の少なさである。表 12では在日ネノミール人は促音の有無にかかわら

ず正答率が高めであった。上位群には誤答者がいない刺激語もあるように、やはり、ネノ《
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ール人日本語学習者にとって、知覚しやすい可能性が考えられる。 2点目は、ミニマルペ

アになっていない刺激語が他のミニマルペアになっている刺激語と比べると誤答者が少な

いことである。「拍手J以降の 6つの刺激語はダミーとして扱っていて、ミニマルペアにな

っていない。正答率上位群でもミニマルペアになっている語の方が正答者が少なく、ミニ

マルペアになっていない語の方が正答者が多いことから、ミニマルペアになっている語の

聞き分けが難しい、もしくは思い込みで解答していることがわかった。

次に、在ネパールネノ《ール人の上位群について見てし、く。在ネノ《ールネノミール人のうち、

上位 10番目までの正答率であった調査協力者は以下の 11名である。

表 18 在ネパールネパール人正答率上位群

位順
調査協力者 正答率 位順

調査協力者 正答率
(No.) （%） (No.) （%） 

98 90.9 6 99 72.7 
2 94 87.9 6 25 69.7 
2 95 87.9 7 35 66.7 
4 93 84.8 9 50 66.7 
5 75.8 9 67 66.7 
6 4 72.7 

上位 4名までの正答率は在日ネノ《ール人とほぼ変わらないが、この 4名と No.99はネパ

ール国立トリプバン大学の日本語課程で日本語を学習しており、既に学習を始めて 3年以

上が経っている。それがこの正答率の高さに結び付いているといえる。上位 4名を除くと

在日ネパール人の上位群よりも若干正答率が低い。これは上位 4名とは逆に学習歴の短さ

の影響を受けていると考えられる。詳細にみるために、在ネノミールネパール人の上位群の

誤答者数を刺激語ごとに以下の表にまとめる。
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表 19 各刺激語の誤答者数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

（人） （人） （人） （人）

おばあさん 3 行った 。病院 。拍手 6 

おばさん 3 いた 2 美容院 6 宿題 2 

チーズ 7 夫 。勝者 。雑誌 。
地図 三日乙 使用者 5 写真 。
良好 6 かっこ 。十時間 全然 。
旅行 4 過去 2 自由時間 10 社会

一生 5 作家 。
一緒 6 坂 4 

カード 3 切手

角 4 着て 2 

聞いて 。

在ネノ《ールネノ《ール人上位群の誤答者数が最も多い刺激語は 11名中 10名が誤った「自

由時間」である。これについては、数字で解答している調査協力者は l名のみであるが、

他の 9名は劫音を含んだ表記であるため、誤答となっている。また、次に多いのが「チー

ズJであるが、誤答者は全員「地図」と解答しており、長音を聞き取れていないことがわ

かる。これと同じように次に誤答者の多い「良好」には「りょこう」と答えており、長音

が聞き取れていないD それに対し、「一緒Jは誤答の多くが「一生」となっており、他の

誤答も語末に長音を含んだ解答となっているため誤りと判断されている。つまり、長音は

その有無を判断するのが難しいと考えられる。

しかしながら、在日・在ネノミールにかかわらず解答に多く見られるのが、ミニマルベア

となっている問い 2か所に同じ解答を記入することである。表 19を見ても誤答者の多い

「自由時間」、「チーズ」、「良好」、「一緒」は、ミニマルペアになっている方の誤答者数の

方が少なく、同じ解答を行っているからだともいえる。なぜ、これを行うかについては、

聞き分けが難しし、か調査協力者自身の知っている語に置き換えて解答している可能性が考

えられる。これは在日ネパール人にもいえることであるが、（3）までの調査を終えた後、

生成実験で用いた文を見ながら刺激語を含めた確認を行っている際、「00だと思った」

とミニマルペアになっているもう一方の語を挙げることが多かったことから、調査協力者

自身の知っている語への置き換えはネノ《ール人日本語学習者の一種のストラテジーとなっ

ている可能性がある。

「拍手」の解答では「はくす」のように劫音を直音化しているために誤答となっている
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ケースが多い。また、着目していない点以外は問うていないため、正答率には反映されて

いない誤答もあるものの、在日ネノミール人も含め、他の劫音を含む語にも「勝者Jを「し

ようさ」、「社会」を「さかしりなどと解答している調査協力者もおり、やはり、助音を聞

き取りにくい、もしくは表記ができないと感じている学習者もいることがわかる。

6. 5. 2. 2 下位群の場合

次に正答率の下位 10番目までと同じ正答率であった調査協力者（以下、下位群とする）

の正答を在日ネノtーノレ人、在ネパールネパール人について見てし、く。これによって、正答

率下位群であっても、知覚が容易な語が明らかになる。

まず、在日ネノミール人の下位群として挙げられるのは以下の 11名である。

表 20 在日ネパール人正答率下位群

位順
調査協力者 正答率

位順
調査協力者 正答率

(No.) （%） (No.) （%） 

59 3.0 7 34 42.4 

2 2 30.3 8 53 45.5 

3 38 33.3 8 58 45.5 

4 3 36.4 10 4 48.5 

4 36 36.4 10 5 48.5 

6 32 42.4 

在日ネパール人の下位群の正答者数を刺激語ごとに以下の表にまとめる。
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表 21 各刺激語の正答者数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

（人） （人） （人） （人）

おばあさん 。行った 6 病院 5 拍手 2 

おばさん 5 いた 6 美容院 2 宿題 3 

チーズ 2 夫 勝者 4 雑誌

地図 9 二主日乙 10 使用者 。写真 5 

良好 8 かっこ 4 十時間 4 全然 7 

旅行 過去 7 自由時間 。社会

一生 7 作家 4 

一緒 2 坂 7 

カード 6 切手 6 

角 5 着て 4 

聞いて 2 

先述した上位群では、「チーズj の誤答が多い。すなわち正答率が低いことを示してい

たが、下位群では「チーズj のミニマルペアとして挙げた「地図Jの正答者が多い。この

ことから、「チーズ」は聞き取りにくく、「地図j は聞き取りやすいことがわかる口また、

表 6-9から、「音Jの正答者も多く、「地図」と同様ミニマルペアになっている語の方が正

答者は少ない。しかし、自己紹介や家族の話をする際のことを考慮に入れると、使用頻度

では「夫Jの方が高いのではないだろうか。しかし、「夫」の正答者はあまり多くなく、

むしろ「音」の正答者数の方が多い。このことから、解答の際には前後の文脈や刺激語の

意味から考えるのではなく、聞こえてきた刺激語をそのまま書き取っている可能性が考え

られる。

次に、在ネノ《ールネパール人の下位群として挙げられるのは以下の 11名である。

表 22 在ネパールネパール人正答率下位群

位順
調査協力者 正答率

位順
調査協力者 正答率

(No.) （人） (No.) （人）

44 12.1 5 81 27.3 

62 12. l 8 20 30.3 

87 12. l 8 21 30.3 

4 88 21.2 8 56 30.3 

5 58 27.3 8 61 30.3 

5 64 27.3 
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在ネノミールネパール人の下位群の正答者数を刺激語ごとに以下の表にまとめる。

表 23 各刺激語の正答者数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

刺激語
人数

（人） （人） （人） （人）

おばあさん 。行った 2 病院 2 拍手

おばさん 2 いた 9 美容院 。宿題 。
チーズ 夫 。勝者 雑誌

地図 5 3日2三 2 使用者 3 写真

良好 5 カ瓦っこ 2 十時間 5 全然 4 

旅行 5 過去 IO 自由時間 。社会 。
一生 。作家 2 

一緒 6 坂 6 

カード 2 切手 2 

角 4 着て

聞いて 2 

在ネノミールネノ《ール人の下位群の正答者が最も多いのは「過去」である。この語は在ネ

ノミールネパール人の日本語レベルから考えると、未習語である。次に正答者の多い「し、た」

はおそらく既習語である。したがって、未習・既習が正答率に必ずしも影響しないことが

わかる。また、在日ネノ《ール人下位群は「地図」の正答者数が多く、在ネパールネパール

人も「地図」の正答者は少なくない。さらに、在ネノミールネパール人の上位群は「チーズ」

の誤答者数が多い。すなわち、正答率が低いこと、併せて在日ネノミール人にも同様のこと

がし、えることから、ネノ《ール人日本語学習者は「地図」は聞き取りやすいが、「チーズ」

は聞き取りにくいことがわかった。調査協力者の母語もしくは共通語であるネパール語の

母音のうち、亨・き（し、ずれも／i／）は文献によって「この 2つは短母音と長母音の違いであ

るが、発音上の違いはないJとされている母音である。このことから、少なくとも Iiiに関

しては長母音と短母音の違いがつきにくく、日本語の長母音と短母音の違いも聞き分けが

できなかったのではないだろうか口

下位群全体では、正答はそれぞれの着目する点を含まない語の方が多い傾向が見られる。

したがって、他の言語を母語に持つ日本語学習者のように長音・促音といった特殊拍や劫

音は知覚するのが難しいと考えられる。
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6. 6 まとめ

ネパール人日本語学習者の母語もしくは共通語であるネパール語において、表記と発音

にズレが見られる長音と劫音、さらに日本語学習者にとって習得が難しいとされている長

音と促音について、ネパール人日本語学習者ははどのように知覚しているか、調査を行っ

た結果をまとめた。その中で明らかになった点を 3つにまとめる

まず、 l点目にはネノ《ール人日本語学習者の特殊拍における知覚として、特徴を着目す

る点ごとにまとめると次のようになる。

－長音：知覚は得意ではないが、その分学習歴や環境によって向上が見られる

在日ネノミール人は長音あり＞長音なし、在ネパールネパール人は長音あり＜長音なしと真

逆の結果が得られたことからもそのようにいえる。

－促音：苦手ではない

在日ネノ《ール人も在ネパールネノミール人も促音のありなしにかかわらず正答率は悪くない

ことからそのようにいえる。

. ＊幼音：刺激語によって、知覚に出やすい

在日ネパール人も在ネノ《ールネノ《ール人も劫音あり＞劫音なしであるが、助音なしの方

の正答率の低さは劫音ありの解答を記入していることが大きな原因であるため、劫音の有

無を聞き分けられているとは厳密にいうことはできない。

2点目として、学習歴の長さや環境、第二言語環境での生活が知覚の向上に大きく影響

しないということがあげられる。ただし、長音を除く。長音は l点目でも述べたように、

日本での生活や学習歴が長くなることによって知覚が向上すると考えられる。

3点目は、ネノ《ール人日本語学習者は知覚の際、自身の理解語葉で、はなかった場合に自

身が持っている他の理解語葉に置き換えて認識しているD しかし、自身の理解語葉になか

った場合には、聞こえたものをそのまま書き取るという手段をとっている。
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第 7章調査4：生成実験

7. 1 はじめに

本章は、先述した調査の（3）生成実験についてまとめる。

岩切（2018）では、ネノ《ール人日本語学習者の印象として「ネノくール入学生の多くは漢

字に対する苦手意識が強く読み書き能力は全体的に低いものの、聞いたり話したりする能

力は漢字国学生と比べても突出して高くなる者が多い。中には、日本語学習を始めて l年

も過ぎたころには、すでにティーチャートークを意識する必要がなくなるほどに上達する

者も少なくなしリと述べている。それはなぜなのだろうか。

筆者がネパール人の日本語学習を指導した経験でも、ネパール人日本語学習者は他の母

語を持つ学習者に比べて、四技能「話す」「書く」「聞く」「読む」のうち「話す」「聞く」

が比較的早い段階で、しかも「書く」「読む」と比較すると抜きんでて伸びると感じられ

ることが多かった。しかし、その一方で、ネノミール人日本語学習者から送られてくる SNS

メッセージには、「授業」を「じぎょう Jとしたり、「そうですね」を「そですね」、「どう

やってj を「どうやて」としたりするように劫音・長音・促音が抜けてしまうようなこと

がある。他にも、「あって」が「ああて」となるように促音が長音になったり、「大丈夫J

が「だいじぶJや「だいぞぶ」となるように長音や劫音が脱落してしまい、直音化してし

まうなどの間違いが見られる。このことから、ネパール人日本語学習者の「話しているこ

と」と、他の三技能「書く」「聞く J「読む」は認識が一致していない可能性があるのでは

なし、かと考えた。そこで、本章では、特殊拍のうち長音と促音、さらに間違いが頻繁に見

られる劫音にも着目して行った生成実験についてまとめる。これは前章で述べた（3）生

成実験に当たるものである。また、（2）知覚実験との比較、さらに、同じ調査を中国の北

方方言を母語とする日本語学習者にも行った結果との比較も行い、四技能のうち「話す」

と「聞く」についてネノミール人日本語学習者の特徴を明らかにすることが目的である。

7. 2 調査内容

7. 2. 1 調査方法

調査は調査者と調査協力者の 1対 lで40分から 1時間ほどかけて行った。流れは前章で

も述べたが以下に改めてまとめる。

(1) 趣旨説明、インタビュー（20分ほど）

(2）知覚実験
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(3）生成実験

本章の研究対象は（3）であるが、本橋（2013）で「特殊拍について数多くの研究があ

るが、知覚と生成の関係を同一被験者から取ったものは少ない。しかし、同一被験者から

取ることにより、誤用の深い精査が可能になる」と述べられていることもあり、（2）との

比較を行いながら結果をまとめていく。

知覚実験と生成実験を同日に行った理由として、異なる日に行うとその聞に理解できな

かった語の意味等を調べることが可能になってしまうためである。さらに、この調査を受

けたことをネパール人の友人には話さないでほしい旨も伝え、調査協力者自身の実力で調

査を受けられるようにした口

次に調査方法について述べる。知覚実験については前章で説明しているため、ここでは

割愛し、生成実験の方法についてのみ説明する口調査協力者にはパソコンの画面を見せ、

そこに書いてある文を 2回ずつ読み上げてもらった。調査協力者が読み上げる文は知覚実

験の際に聞いた刺激語を含んだ文である。その文をパソコンの画面に 1文ずつ表示させて

いる。文の表記方法は知覚実験と同様、全漢字にルビを振り、分かち書きにした。生成実

験ではそれにさらにアルファベット表記した文も併記した。これは、初級学習者でも確実

に読めるようにするためである。また、知覚実験で聞いた文の順番とは異なる並びになる

よう、刺激語を含む文はランダムに並び替えをした。知覚実験では刺激語のみを書き取る

ようになっていたが、刺激語ばかりに意識が向くと普段と同じように読めなくなってしま

うため、文単位で読むようにした。

7. 2. 2 調査協力者

本研究の調査協力者は以下の通りである。ネパール人日本語学習者の条件は前章と同じ

であるが、改めて述べる。

－日本在住のネノミール人日本語学習者（以下、在日ネノミール人とする） 52名

日本国内の日本語学校で 1年 3か月以上学習した経験があることを条件とし、その条件

に当てはまれば、調査時において進学していても就職していても所属は問わない。

・ネノミール在住のネノミール人日本語学習者（以下、在ネノミールネノ《ール人とする） 99名
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ネパール国内の日本語教育機関で学習中であることを条件とした。

・日本在住の中国人日本語学習者（以下、中国人日本語学習者とする） 4名

中国の北方方言を母語とすることを条件とし、日本語の学習歴については在日ネパール

人と同様、日本国内の日本語学校で 1年 3か月以上学習した経験があることとした。

在日ネパール人 ・在ネパーノレネパーノレ人ともに実際の調査は知覚実験と同じ人数で実施し

ているが、音声データが破損し、使用できなくなってしまったデータがあるため、上記の

人数となった。また、前章は在日ネノミール人 ・在ネノ々ールネノミール人のみで、あったが、本

章では中国人日本語学習者も調査協力者に加えている。在日ネパール人と在ネパールネパ

ール人との比較で、はネパール人日本語学習者間での比較となり、学習歴や学習環境での変

化を探ることは可能であるが、ネパール人日本語学習者の特徴というのは見えてこない。

そのため、中国人日本語学習者にも調査を行った。

在日ネパール人と在ネノミーノレネパール人は学習歴の長さや環境による違い、在日ネパー

ル人と中国人日本語学習者は母語による違いを観察することが可能である。

7. 3 結果

行った実験の正答率を調査協力者のグループ。ご、とにまとめると以下のようになる。
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知覚実験 生成実験

ーーー在日ネパール人 田園・在ネパールネパール人 ーーー中国人学習者

図 6 実験別正答率
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グレーの実縦軸は正答率、横軸は実験の名称を示している。黒い線が在日ネパール人、

ここかグレーの破線が中国人学習者をそれぞれ表している。践が在ネパールネパール人、

ら、知覚実験は在日ネノξール人が最もできており、次に中国人学習者であるが、在ネパー

ルネパール人は在日ネパール人と中国人学習者の正答率の差の 2倍ほどの差がある正答率

それに対して、生成実験は順序こそ中国人学習者、在日ネパール人、在ネとなっている。

その差は知覚実験ほど大きくなく 一番差のある中国人ノミールネパール人となっているが、

しかし、中国人

学習者の正答率は知覚実験とは異なり、在日ネパール人よりも高く、逆転してしまってい

学習者と在ネパールネパール人の差で、も 10ほどしかなく、近接している。

る。

目の前にある文を読むより難易度が高いここから、知覚実験は書き取りで、行ったため、

ため当然のこととも言えるが、知覚実験よりも生成実験の方がどの調査協力者もできてい

るといえる。

次に、実験ごとに現れた誤用をまとめる。
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各実験に現れた誤用図7

図7の縦軸はその誤用の現れた割合である。横軸は分類した誤用の名称である。

長音ありから劫音なしまでの 6つはミニマルベア問での影響を受けていると考えられて

それに対して、長音＋から劫音ーまでの 6つはミ ニマルペアの影響を受いる誤用である。

グラフ内の線は実線が知覚実験、破線が生成実験けていないであろう誤用を指している。

を表している。各実験を表す線の色は揃えた。

図7からいえることは3つある。1つ目は他の誤用に比べるとミニマルペア間での誤用が
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多いということである。どの実験、どの調査協力者についてもそのようにいえる口 2つ目

は、ミニマルペア間だけの誤用で見ると、知覚実験よりも生成実験の方が誤用が多いとい

うことである。図 6から知覚実験の方が生成実験よりも正答率は低いことがわかっている

が、ミニマルペア間での誤用の割合に絞ってみてみると、知覚実験よりも生成実験の方が

多いことがわかる。 3つ目は、長音の誤用の割合は在日ネノミール人も中国人日本語学習者

も多いことがわかるが、促音については、中国人日本語学習者の誤用の割合は在日ネパー

ル人の誤用の割合を上回るということである。また、中国人日本語学習者が在日ネノ《ール

人と在ネノミールネノミール人と比べて非常に誤用が多いと見られるのは有声音・無声音の混

同である。これは、中国人日本語学習者の知覚実験が最も高い値を示している。

7.4 考察

まず、全体の考察から行う。在日ネパール人・在ネノミールネノ《ール人・中国人日本語学

習者のいずれの調査協力者にもいえることとして、ミニマルペア間の誤用が最も多いとい

うことである。当然の結果ともいえるが、不パール人日本語学習者に関してはミニマルペ

アの回答をする箇所に同一の語を解答するという現象が影響しているとも考えられる。例

えば、知覚実験では、「行った」・「し、たJというミニマルベア問の問題に対して、どちら

にも「し、きた」のように誤答である解答を記入している場合も見られた。そこから、思い

込みもしくは知っている語で解答している場合もあると推察される。

同じくミニマルベア間で、の誤用を見ると、知覚実験よりも生成実験の方が多いと先述し

た。生成実験はパソコンに表示されている文を読むのにもかかわらず、そちらの方が誤用

が多いということは、正しく読めていないということになる。例えば読んでいる際に、語

中の母音が伸びて長くなってしまったとしても気にしていない、もしくは他の語になって

しまう等の意識はないということになる。日本語は母音の長短で意味を弁別する言語であ

るため、その点には気を付けるように指導する必要がある。

3つ目に挙げた中国人日本語学習者が苦手だと考えられる促音の知覚・生成と知覚にお

ける清音・濁音の混同であるが、これはネノミール人日本語学習者の場合、ネパール語の影

響が考えられる。まず、促音の知覚・生成であるが、ネパール語には開音節の単語が多く

存在しており、その中に閉音節も混ざっている言語である。これが日本語の促音に応用で

きたのではなし、かと推察できる。在日ネノ《ール人に限らず、在ネパールネノ《ール人も促音

の有無を問わず誤用が少ないことからも、大きく日本語の学習歴や学習環境が影響してい
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るとは考えにくい。したがって、ネパール語からの正の干渉が考えられる。

次に、有声音・無声音の混同である。中国語の共通語は破裂音の場合有声音・無声音は

語の意味を弁別する要素とはならず、有気音・無気音で語の意味を弁別している。ネノ《ー

ル人日本語学習者の母語もしくは共通語であるネパール語は有気音・無気音でも語の意味

を弁別するが、それだけでなく有声音・無声音でも語の意味を弁別している。さらに、先

述したようにネノ《ール語の子音は日本語の子音を網羅している。この 2点が有声音・無声

音の混同の誤用の少なさに影響していると推察される。

逆に中国人日本語学習者に誤用が少なく、ネノミール人日本語学習者に誤用が多いものと

して劫音に関するものが挙げられる口特に、知覚実験の劫音の直音化について誤用が多く

なっているが、これにもネノ《ール語の影響が考えられる。ネパール語で、は子音＋半母音な／

の表記があった場合、日本語の劫音のように発音する場合と劫音のようにはならず、直音

で発音する場合の両方があるためである。このように、日本語を聞くことについても話す

ことについてもネパール語の影響を良くも悪くも受けていることがわかった。

7. 5 まとめ

本研究は、四技能のうち「話す」・「聞く」について能力が高くなると考えられているネ

ノミール人日本語学習者を対象に知覚実験と生成実験を行い、その誤用を探ることによって、

また、中国人日本語学習者と比較することによって、その特徴を明らかにすることを目的

とした。その結果からいえることは大きく 3つある。

(1）ネパール人日本語学習者の解答方法にはある種のストラテジーが見られる。

これは、ミニマルペアを解答するべき箇所に同一の解答をしていることからいえる。ま

た、中国人日本語学習者には見られない現象であり，どちらにも正答にならない解答をし

ていることもあることから、思い込み、もしくは自分の理解している語で解答していると

考えられる。

(2）長音は知覚よりも生成の方が苦手である。

中国人日本語学習者もネノ《ール人日本語学習者も長音はほかの誤用に比べると知覚も生

成も正答率が低く、誤用が多いため習得が難しいことがわかる。しかし、長音だけに焦点

を当てると生成の方が苦手だといえる。これは、生成実験は表示されている文を読み上げ
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るだけにもかかわらず誤用が多いことからこのようにいえる。日本語を正しく話すために

は、まず母音の長短が意味の弁別に関わることをしっかりと理解する必要がある。

(3）日本語の知覚にも生成にもネノミール語の影響を受けている。

促音の知覚・生成が苦手ではない点、有声音・無声音を混同して知覚しない点で、はネノ《

ール語がプラスに働いているといえるD その一方で、助音については特に知覚について誤

用が多く見られ、ネパール語にある子音十半母音な／がマイナスの影響を及ぼしているとい

える。

ネパール人日本語学習者は、日本語の「話す」・「聞く」について、以上の 3点のような

特徴を持つことが明らかになった。ネノ《ール人日本語学習者にとって、ネノミール語は母語

もしくは共通語であり、教育に用いられるのはネパール語と英語であることから、ほとん

どのネパール人日本語学習者はネノ《ール語が使える。したがって、日本語を習得する上で

影響を及ぼしていると見られる特徴もネノ《ール人日本語学習者の多くに見られると推察さ

れる。
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第 8章まとめ

本研究は、ネノ《ール人日本語学習者がどのような学習者で、どのような日本語の音声習

得の特徴を持っているのか、ネノ《ール語に着目して明らかにすることを目的としたもので

ある。まず、現状のネパール人日本語学習者への指導に問題はないのか探った。そのポイ

ントを3点に絞った。 l点目は、先行研究で明らかになっている不パール人日本語学習者を

対象にした研究をまとめた（2章） 0 2点目は、今まで手探りでの日本語指導や進路指導を

受けていたと感じられるネノミール人日本語学習者がどのような学習背景を持って来日して

くるのか、なぜ日本への留学を目指すのかについて聞き取り調査によって明らかにした

り章）。 3点目は、ネノミール人日本語学習者を対象にした日本語教材やネパール語訳の付

いた日本語教材がほとんどないという問題があるが、これについてネノミール人日本語学習

者はどのように感じているのか、学習する上で問題がないのかについて聞き取り調査によ

って明らかにした（4章）。

以上を踏まえ、まず、ネノ《ール人日本語学習者にとって、日本語を学習することは言語

的にどれほど困難を伴うか、ネパール人日本語学習者の母語もしくは共通語であるネノミー

ル語について日本語の関係性を探った（5章）。次に、実際にネパール人日本語学習者はど

のように日本語を習得しているのか。日本語の音声習得に焦点を当てて知覚実験（6章）

と生成実験（7章）を行った。研究対象とするのは、一般的に日本語学習者にとって習得

が難しいと考えられている特殊拍である。そのうち長音と促音に着目した口さらにネノ《ー

ル人日本語学習者の母語もしくは共通語であるネノミール語の表記と発音にずれが見られる

長音と子音＋半母音。／である。

その結果、以下のことが明らかになった。

先行研究では、ネノミール人日本語学習者の来日後の日本語学校の様子等の事例研究が多

い。その中では、不パール人日本語学習者は甘い言葉に踊されて来日し、学習意欲が低い

学生が多いと述べられているが、教師聞や学校間で手厚いサポートをしていく中で学校や

教師に対する満足度が高くなり、学習動機が高くなった学校も見られた。しかし、ネパー

ル人日本語学習者がなぜ留学先に日本を選択したのか、ネノミールで、どのような教育を受け

てきたのか、日本語をどのように習得しているのか等については述べられていなし、。

そこで、 3章ではまず、ネノ《ールで、はどのような教育を受けてきたのか、ネパール人日

本語学習者がなぜ留学先に日本を選択したのかについて明らかにした。明らかになった点

は4つの観点で、まとめた。
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lつ目は学歴のためである。日本では学歴が本人の努力だけで取得が可能であるのに対

し、ネノ《ールで、はそうではないこと、またネノミール国内の学歴が日本への留学ではあまり

求められていないことが挙げられる。

2つ目は英語の能力である。ネノミール国内では英語が非常に重視されているため、英語

がよくできればよい就職先につける可能性も高くなり、留学をする必要もなくなる上、も

し留学をしたければネノミールで、最も留学先として選択されるオーストラリアにも留学する

ことが可能になる。しかし、英語が得意でない者はどちらも望めない。そのため、英語の

試験の結果も求められない日本を選択する者が多くなる。

3つ目は金銭面である。ネパール国内で、は学歴を求めようとすると収入に見合わない出

費になることがある。それに対して、日本では留学生であってもアルバイトすることが可

能である。時間の制限はあるが、ネパールのように、異様に低い賃金で働かされることも

ない。

4つ目はその他として、ネノ《ール人日本語教師や学習者から挙がった意見をまとめた。

日本の治安のよさやネパール人の顔や話し方が日本人と似ていること等である。その一方

で、ネパール人日本語学習者が来日後に理解する必要があることとして、まず試験がある。

ネパーノレはクラス全員が合格点に達している必要があるが、日本では、一個人の理解度を

測るためのものであるため、カンニングは許されず、自らの信頼を損ねることに繋がるこ

とである。さらに、授業態度や宿題、出席率も全て成績に含まれるため、試験だけができ

ていればよいネノ《ールとは異なり、全ての点で努力が求められていることである。この 2

点はしっかりと説明しておく必要がある。

次に、日本語を学習する教材についてである。現在はネパール人を対象にした教材やネ

ノミール語訳が付いた教材はほとんどない。ネパール人日本語学習者が学習する環境として

このままでよいのか、聞き取り調査を行った結果、やはり今のままでは学習が大変である

ことがわかった。わからない点は友人や教師に質問する必要があったり、英語の辞書とネ

ノ《ール語の辞書を併用したりすることで理解に努める必要があった。しかしながら、聞き

取り調査から、ネノミール語訳があればよいというわけではないこともわかった。ネパール

の教育現場では先述した通りネパール語と英語が使用されている。そのため、どちらの言

語も普段使わない言葉や書き言葉といった難しいと思われる言葉は理解しづらいという意

見が挙がっており、教材には英語とネノ《ール語の併記が求められることが明らかになった。

ネパール国内で、発行されている教材はそのように日本語との 3言語併記となっており、日
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本国内での教材にもそれが求められる。ここまで、で、ネパール人日本語学習者がどのような

学習者であるか明らかにした。

そのネノくール人日本語学習者がどのように日本語を習得していくのか、まずネノ《ール語

と日本語の関係性から探った。

日本語教育現場で広く採用されている日本語教材である『みんなの日本語 初級I 本冊』

はネノ《ール国内で、も同じように広く用いられているが、その巻頭ページには日本語の五十

音図が載っているように、日本語の学習はかなを学ぶところからスタートするロネノ《ール

人日本語学習者には、そこに学習のしやすさがあった。ネパール語の文字はデーヴァナー

ガリ一文字であり その配列はサンスクリット語に則っている。日本語の五十音図の配列

には諸説ある文献もあるが、その 1つは悉曇が由来とされている。つまり、日本語の五十

音図の配列とネパール語のデーヴァナーガリ一文字の配列はほぼ同じということである。

ひらがな・カタカナの文字に関しては新たに覚える必要があるが、日本語の文字が持つ音

韻についてはネノ《ール語を利用して覚えることができるため、ネノミール人日本語学習者の

心理的ノ＼一ドルも下がり、学習がとっつきやすいものとなっていると考えられる。

さらに、日本語の音声の習得について見ていくために、長音・促音・劫音に着目して知

覚実験と生成実験を行った。知覚実験では促音の正答率は悪くなく、苦手ではないことが

わかった。それに対して長音は知覚があまり得意ではないが、その分、能力の向上も見ら

れるとしづ結果になった。助音は刺激語によって知覚の結果に差が出やすく、また、助音

のない語にもあるように知覚していることもあり、劫音の有無を聞き分けられているとは

いい切れないという結果になった。長音の知覚には学習歴の長さや学習環境や生活によっ

て向上が見られる一方で、促音と劫音についてはさほど大きな影響はないと考えられる。

これは在ネノミールネパール人の結果も在日ネノミール人のものと比べて大きく差がないこと

からいえる。また、知覚の解答の分析から、知覚した際に自身の理解語葉で、はなかった場

合に自身が持っている他の理解語葉に置き換えて認識しているであろうことが見えてきた。

これは、中国人日本語学習者の解答には一切見られないのに対し、ネノtーノレ人日本語学習

者では在日ネパール人にも在ネノ《ールネパール人にも差はあるもののそうした誤用例が見

られた。したがってネノ《ール人特有のストラテジーといってもよいのではないだろうか。

また、知覚実験の際には、他の着目点と比較すると長音はあまり得意ではないことがわ

かっていたが、生成実験と比較すると生成実験の方がより苦手であることがわかった口こ

れは中国人日本語学習者にもいえることではあるが、文字表記において母音の長短の区別
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があるネパール語を母語もしくは共通語として持っていても日本語の母音の長短は区別し

づらいことがわかった。しかし、日本語はその区別ができなければ正しい意味が伝わらな

いこともあるため、正しくことばを覚える必要性を指導してし、かなければならない。

同じようにネノ《ール語の正の干渉を受けているものとして、促音の知覚・生成と清音・

濁音の混同が起きないことが挙げられる。これは、中国人日本語学習者との比較も含めて

そのようにいえる。逆に負の干渉を受けていると思われるものとして子音＋半母音。／が挙

げられる。これは中国人日本語学習者と比べると誤用が多いこと、ネノミール語の表記とし

ては子音＋半母音な／はあるものの、発音は劫音のように読む場合と直音のように読む場合

とがあり、ネパール語が日本語に応用できないことが挙げられる。

先行研究では、ネパール人日本語学習者は会話の能力が非常に高くなる者がいると述べ

られていたが、以上のように日本語を学習する上で、特に「話す」・「聞く」に関してネノ《

ール語が応用されていることが明らかになった。ネノくール人日本語学習者の特徴としては、

促音の知覚・生成が苦手ではない、清音・濁音の混同が起きないといえる一方で、子音＋

半母音。／が苦手であることが挙げられる。また、解答方法のストラテジーとして知覚する

際に、自身の理解語葉ではなかった場合に自身が持っている理解語葉に置き換えて認識す

るとしづ手段をとっていると考えられる。これも今回得られたネノミール人日本語学習者の

特徴といえる口

しかしながら、不パール人日本語学習者を対象にした研究はこれで十分ではない。今後、

ネパール人日本語学習者はさらなる増加が見込まれている。そのため、日本語習得に関す

る研究についてもさらに進めてし、く必要がある。また、ネノ《ール語を母語もしくは共通語

に持つネノミール人日本語学習者を対象に研究を行うのであれば、同時にネノくール語につい

ても研究をする必要があることも明らかになった。

さらに、本稿はネノミール人日本語学習者を対象にした日本語教材の開発のための基礎研

究であったことから、今回明らかになったことを活用して教材開発に貢献していきたい。

本稿を通して今後の課題がさらに見えてきたといえる。
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